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『
夷
堅
志
』
に
見
ら
れ
る
疫
病
鬼
神
と
日
本
に
お
け
る
受
容

黄　
　
　
　

昱

要　

旨

　

『
夷
堅
志
』
は
中
国
南
宋
時
代
の
洪
邁
（
一
一
二
三
～
一
二
〇
二
）
が
編
纂
し
た
志
怪
小
説
集
で
あ
る
。
本
書
は
北
宋
の
滅
亡
に
よ
っ
て
王
朝

の
政
治
・
経
済
の
中
心
が
北
方
か
ら
南
方
へ
移
行
す
る
中
の
激
動
の
社
会
を
反
映
し
た
説
話
を
記
録
し
て
い
る
。
本
稿
は
ま
ず
、
『
夷
堅
志
』
の

説
話
に
見
ら
れ
る
疫
病
鬼
神
の
イ
メ
ー
ジ
と
事
例
を
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
考
察
し
た
。
具
体
的
に
は
、
本
書
に
見
ら
れ
る
疫
病
鬼
神
を

人
間
の
形
象
で
登
場
す
る
も
の
と
、
動
物
の
形
象
で
現
れ
る
も
の
に
分
け
、
人
間
の
形
で
登
場
す
る
疫
病
鬼
神
は
正
と
負
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
っ
た

多
様
な
表
象
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
動
物
の
形
象
で
現
れ
る
疫
病
鬼
神
は
、
人
間
に
災
い
を
も
た
ら
す
負
の
疫
鬼
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
、
『
夷
堅
志
』
に
お
け
る
疫
病
鬼
神
の
説
話
の
中
、
当
地
の
土
地
神
と
交
渉
し
、
そ
の
土
地
に
行
疫
す
る
疫
病
鬼
神
を
記
す
一
群
を
取
り

上
げ
、
疫
病
鬼
神
と
土
地
神
と
の
攻
防
の
様
相
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
最
後
に
、
こ
の
一
群
の
中
、
『
夷
堅
乙
志
』
巻
五
の
異
僧
符
説
話
が
日
本

に
伝
わ
り
、
江
戶
時
代
の
文
学
、
医
学
関
連
資
料
お
よ
び
民
間
信
仰
な
ど
に
広
く
影
響
を
与
え
た
事
例
を
分
析
し
、
『
夷
堅
志
』
の
和
訳
と
明
代

の
類
書
『
群
談
採
余
』
を
通
し
て
広
ま
っ
た
と
い
う
、
日
本
に
お
け
る
『
夷
堅
志
』
説
話
の
受
容
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。
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一
、
は
じ
め
に

　

『
夷
堅
志
』
は
中
国
南
宋
時
代
の
洪
邁
（
一
一
二
三
～
一
二
〇
二
）
が
編
纂
し
た
志
怪
小
説
集
で
あ
る
。
本
書
の
書
名
「
夷
堅
」
は
、『
列

子
』
湯
問
篇
の
「
大
禹
は
行
き
て
之
を
見
、
伯
益
は
知
り
て
之
を
名
づ
け
、
夷
堅
は
聞
き
て
之
を
志
す
」
に
由
来
す
る
。
作
者
洪
邁
は
自

ら
を
『
山
海
経
』
を
記
し
た
夷
堅
に
な
ぞ
ら
え
、
『
夷
堅
志
』
を
『
山
海
経
』
の
よ
う
に
伝
説
・
怪
異
を
数
多
く
書
き
記
し
た
書
物
と
し

て
位
置
付
け
た
。

　

洪
邁
は
『
容
斎
随
筆
』
の
作
者
と
し
て
も
名
が
知
ら
れ
て
お
り
、
字
は
景
廬
、
容
斎
先
生
ま
た
は
野
処
と
号
す
る
。
江
西
省
鄱
陽
県
の

人
で
あ
る
。
南
宋
の
政
治
家
の
洪
皓
の
三
男
で
、
兄
の
洪
適
、
洪
遵
と
と
も
に
文
名
が
高
く
、
北
宋
の
蘇
洵
・
蘇
軾
・
蘇
轍
の
「
三
蘇
」

と
並
べ
て
「
三
洪
」
と
称
さ
れ
て
い
る
文
人
の
家
系
で
あ
る
。
洪
邁
は
福
州
、
吉
州
、
赣
州
、
婺
州
な
ど
の
地
方
官
を
歴
任
し
、『
夷
堅
志
』

は
こ
れ
ら
中
国
南
部
地
域
の
逸
話
を
数
多
く
収
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
宋
の
神
宗
・
哲
宗
・
徽
宗
・
欽
宗
四
朝
の
歴
史
を
記
録
し
た
『
四

朝
国
史
』
の
編
纂
に
関
わ
り
、
史
官
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。( (

(

『
夷
堅
志
』
は
史
官
と
し
て
の
洪
邁
の
立
場
と
意
識
を
反
映
し
た
書
物

で
も
あ
る
。

( (

(

　

本
書
は
洪
邁
自
身
の
体
験
談
や
家
族
、
親
戚
、
同
僚
、
友
人
が
提
供
し
た
見
聞
譚
を
記
録
し
て
随
時
刊
行
す
る
形
式
の
書
物
で
あ
り
、

紹
興
十
二
年
（
一
一
四
二
）
頃
か
ら
作
者
が
没
す
る
ま
で
の
約
六
十
年
に
わ
た
っ
て
出
版
さ
れ
続
け
た
。
『
夷
堅
志
』
が
刊
行
さ
れ
て
ま

も
な
く
の
時
期
、
本
書
を
分
類
・
選
出
し
た
テ
キ
ス
ト
が
現
れ
た
。
今
現
在
は
陳
日
華
、
何
異
と
叶
祖
栄
に
よ
る
三
種
の
選
出
本
の
存
在

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
陳
本
と
何
本
は
す
で
に
散
佚
し
、
南
宋
末
頃
の
叶
祖
栄
編
纂
の
『
分
類
夷
堅
志
』
の
み
が
残
っ
て
い
る
。

( (

(

陳
振

孫
『
直
斎
書
録
解
題
』
巻
十
一
に
「
四
川
総
領
陳
昱
日
華
取
二

『
夷
堅
志
』
中
詩
文
、
薬
方
類
一

為
二

一
編
一

」( (

(

と
あ
り
、
陳
日
華
の
撰
出
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本
は
『
夷
堅
志
』
に
見
ら
れ
る
詩
文
・
薬
方
の
記
事
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
何
異
は
『
夷
堅
志
』
に
お
け
る
「
詩
詞
、
雑
著
、

薬
餌
、
符
咒
」
の
内
容
を
選
出
し
、
「
鬼
怪
を
渉
ら
ず
、
人
事
に
近
き
」
一
書
を
編
纂
し
た
。( (

(

つ
ま
り
、
洪
邁
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
は
す

で
に
『
夷
堅
志
』
に
見
ら
れ
る
医
薬
関
連
の
説
話
を
重
視
し
て
い
る
。
宋
代
の
医
家
も
ま
た
『
夷
堅
志
』
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、TJ H

inrichs

氏
は
、
張
杲
『
医
説
』
は
『
夷
堅
志
』
の
説
話
を
引
用
し
た
の
み
で
な
く
、
他
の
筆
記
、
志

怪
、
詩
文
、
史
書
な
ど
か
ら
面
白
く
奇
妙
な
医
療
説
話
を
収
集
し
、
話
の
は
じ
め
或
い
は
終
わ
り
に
典
拠
を
記
す
と
い
う
『
夷
堅
志
』
の

ス
タ
イ
ル
を
継
承
し
て
お
り
、
士
大
夫
の
著
述
を
引
用
す
る
こ
と
は
宋
代
の
医
療
文
化
の
ひ
と
つ
重
要
な
変
化
で
あ
る
と
論
じ
た
。

( (

(

　

本
稿
は
『
夷
堅
志
』
の
説
話
に
見
ら
れ
る
疫
病
鬼
神
の
イ
メ
ー
ジ
と
事
例
を
分
析
し
、
そ
の
特
徴
を
考
察
し
た
。
特
に
、
『
夷
堅
乙
志
』

巻
五
の
異
僧
符
説
話
が
日
本
に
伝
わ
り
、
江
戸
時
代
の
文
学
、
医
学
関
連
資
料
お
よ
び
民
間
信
仰
な
ど
に
広
く
影
響
を
与
え
た
事
例
を
考

察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
日
本
に
お
け
る
『
夷
堅
志
』
説
話
の
受
容
の
一
端
を
考
え
る
。

二
、
『
夷
堅
志
』
に
描
か
れ
た
疫
病
鬼
神

　

疫
病
の
起
源
に
つ
い
て
、
李
豊
楙
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
中
国
の
古
辞
書
を
見
る
と
そ
の
解
釈
の
立
場
が
大
ま
か
に
二
つ
に
分
か
れ

る
。
「
疫
」
と
い
う
字
に
つ
い
て
、
後
漢
許
慎
の
『
説
文
解
字
』
は
「
民
皆
疾
也
。
従
レ

疒
、
役
省
声
」
と
解
釈
し
て
お
り
、
宋
代
の
韻

書
『
集
韻
』
は
佚
書
『
字
林
』
を
引
い
て
「
病
流
行
也
」
と
作
る
。
い
ず
れ
も
病
の
流
行
性
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
科
学
的
・
合
理
的
な

理
解
で
あ
る
。
一
方
、
後
漢
劉
熙
の
『
釈
名
』
「
釈
天
」
は
「
疫
、
役
也
。
言
有
レ

鬼
行
レ

疫
也
」
と
解
釈
し
て
お
り
、
疫
病
は
鬼
神
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
認
識
が
確
認
で
き
る
。

( (

(

　

さ
ら
に
、
疫
病
鬼
神
に
関
す
る
伝
説
の
早
い
も
の
に
、
漢
代
か
ら
晋
代
に
か
け
て
、
王
充
『
論
衡
』
、
蔡
邕
『
独
断
』
、
干
宝
『
搜
神
記
』
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な
ど
多
く
の
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
る
顓
頊
の
三
子
が
死
後
、
疫
鬼
に
な
っ
た
説
話
が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
搜
神
記
』
巻
十
六
の
原
文
を
引

用
す
る
。
「
昔
顓
頊
氏
有
二

三
子
一

、
死
而
為
二

疫
鬼
一

。
一
居
二

江
水
一

為
二

瘧
鬼
一

、
一
居
二

若
水
一

為
二

魍
魎
鬼
一

、
一
居
二

人
宮
室
一

、
善
驚
二

人
小
児
一

、
為
二

小
鬼
一

」
。

( (

(

蔡
邕
『
独
断
』
に
「
瘧
鬼
」
は
「
瘟
鬼
」
と
作
る
な
ど
、
表
現
に
多
少
の
異
同
は
あ
る
が
、
顓
頊
の
三
子
が

疫
鬼
に
な
っ
た
話
の
あ
ら
す
じ
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
説
話
は
、
「
黄
帝
の
二
子
が
江
水
・
若
水
に
住
ん
だ
こ
と
。
顓
頊
自
身
が
水
と
関

連
し
、
水
は
ま
た
死
と
も
か
か
わ
る
こ
と
。
三
子
（
三
つ
子
）
を
と
り
あ
げ
な
い
と
い
う
俗
説
が
あ
っ
た
こ
と
」
、
い
く
つ
か
の
話
を
下

敷
き
に
し
て
複
合
的
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
大
形
徹
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。

( (

(

　

『
搜
神
記
』
巻
五
「
趙
公
明
府
参
佐
」
に
「
初
有
二

妖
書
一

云
、
上
帝
以
二

三
将
軍
趙
公
明
、
鍾
士
季
一

、
各
督
二

数
鬼
一

下
取
レ

人
」
と
、

上
帝
が
趙
公
明
、
鍾
士
季
な
ど
三
将
軍
に
鬼
を
率
い
て
、
下
界
の
人
間
の
命
を
奪
わ
せ
る
と
い
う
妖
書
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
趙
公

明
は
後
に
瘟
神
と
し
て
多
く
の
作
品
に
登
場
す
る
。((1

(

『
搜
神
記
』
に
は
ま
だ
「
瘟
神
」
と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
死
期
が
迫
っ

た
王
祐
と
い
う
人
物
の
元
に
現
れ
る
男
は
三
千
の
兵
を
率
い
る
「
鬼
神
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。((1

(

こ
の
男
は
趙
公
明
の
部
下
と
名
乗
り
、

王
祐
の
孝
行
心
に
感
動
し
、
彼
の
病
が
治
る
よ
う
働
き
か
け
、
布
団
に
水
を
か
け
、
赤
い
筆
を
渡
し
て
去
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
こ
の
説

話
に
は
後
世
の
疫
病
鬼
神
説
話
の
プ
ロ
ッ
ト
が
多
く
確
認
で
き
、
そ
の
背
後
に
は
、
李
豊
楙
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
社
会
の
激
し
い
変

動
期
で
あ
る
六
朝
時
代
は
、
中
国
の
伝
染
病
史
上
で
も
発
病
率
、
死
亡
率
が
高
ま
る
時
代
で
あ
り
、
新
し
い
疫
病
鬼
神
の
伝
説
が
生
ま
れ
、

記
録
さ
れ
る((1

(

と
い
う
時
代
背
景
が
考
え
ら
れ
る
。

　

『
夷
堅
志
』
は
ま
さ
に
北
宋
の
滅
亡
に
よ
っ
て
王
朝
の
政
治
・
経
済
の
中
心
が
北
方
か
ら
南
方
へ
移
行
す
る
中
の
激
動
の
社
会
を
反
映

し
た
説
話
を
記
録
し
た
書
物
で
あ
る
。
本
章
は
ま
ず
、
『
夷
堅
志
』
に
見
ら
れ
る
疫
病
鬼
神
の
説
話
を
分
析
し
、
人
間
の
形
象
で
登
場
す

る
疫
病
鬼
神
と
、
動
物
の
形
象
で
現
れ
る
も
の
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
考
察
す
る
。
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二
ー
一
、
人
間
の
形
象
の
疫
病
鬼
神

　

『
夷
堅
志
』
に
「
疫
」
の
字
が
使
わ
れ
た
説
話
は
六
十
八
話
あ
り
、「
瘟
」
の
字
が
使
わ
れ
た
説
話
は
十
三
話
見
ら
れ
る
。
「
瘟
」
よ
り
「
疫
」

の
ほ
う
が
多
く
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
疫
病
を
取
り
上
げ
た
説
話
の
中
、
人
間
の
形
象
で
登
場
す
る
鬼
神
は
、
ま
ず

「
強
死
而
行
疫
者
」
、
つ
ま
り
非
業
の
死
を
遂
げ
て
行
疫
鬼
神
に
な
っ
た
者
の
存
在
が
注
意
さ
れ
る
。

　

『
夷
堅
丙
志
』
巻
一
「
九
聖
奇
鬼
」
は
薛
季
宣
お
よ
び
そ
の
一
族
が
九
聖
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の
妖
鬼
と
闘
い
、
道
士
張
彥
華
が

請
來
し
た
神
將
の
助
け
に
よ
り
、
妖
鬼
た
ち
を
打
ち
滅
ぼ
し
た
話
で
あ
る
。
か
な
り
長
い
説
話
で
あ
る
が
、
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
話

の
後
半
に
は
妖
鬼
の
名
前
と
罪
状
、
お
よ
び
誅
滅
さ
れ
た
場
面
を
描
い
た
部
分
が
あ
る
。
そ
の
中
の
ひ
と
り
は
即
ち
「
強
死
し
て
行
疫
す

る
者
」
で
あ
る
。
赤
い
頭
巾
を
被
り
、
虎
紋
の
衣
を
身
に
ま
と
う
「
刽
者
」
に
「
驢
床
」
と
い
う
刑
具
に
よ
っ
て
処
刑
さ
れ
た
。
「
武
吏

持
二

天
枢
院
牒
一

致
宣
曰
、
山
魈
之
戮
、
非
三

本
院
敢
違
二

天
律
一

、
為
据
二

臣
僚
奏
請
一

、
専
飭
二

施
行
一

、
牒
請
二

照
会
一

」
と
、
刑
を
執
行

し
た
の
は
、
太
清
天
枢
院
の
命
令
に
従
っ
た
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
行
疫
の
疫
病
鬼
神
は
、
天
の
命
令
に
従
い
職
務
を
全
う
す
る
者
も

い
れ
ば
、
「
九
聖
奇
鬼
」
説
話
の
よ
う
に
、
非
業
の
死
に
よ
っ
て
幽
鬼
と
な
り
、
そ
の
上
、
天
命
も
な
く
疫
病
を
撒
き
散
ら
す
疫
鬼
も
い

る
と
い
う
よ
う
に
、
多
様
な
表
象
が
確
認
で
き
る
。

　

も
う
一
例
不
意
の
死
を
遂
げ
、
「
瘟
部
判
官
」
と
な
っ
た
が
、
私
利
私
欲
の
た
め
人
間
に
疫
病
を
も
た
ら
し
た
負
の
疫
病
鬼
神
を
見
て

み
た
い
。
『
夷
堅
支
甲
』
巻
四
「
鄧
如
川
」
の
説
話
で
あ
る
。
話
の
あ
ら
す
じ
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　

鄧
増
、
字
は
如
川
、
建
昌
鄧
家
一
族
の
人
で
あ
る
。
父
親
が
太
守
で
あ
っ
た
恩
蔭
で
官
を
得
た
が
、
赴
任
す
る
前
に
亡
く
な
っ
た
。
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家
が
貧
し
い
の
で
、
美
貌
の
妻
趙
氏
は
貞
操
を
全
う
こ
と
が
で
き
ず
、
二
児
を
連
れ
て
家
が
豊
か
な
黄
生
と
再
婚
し
た
。
す
る
と
、

鄧
如
川
が
再
婚
相
手
の
黄
生
の
夢
に
現
れ
、
自
分
は
「
瘟
部
判
官
」
を
受
命
し
て
お
り
、
妻
と
離
婚
し
な
い
と
、
家
に
疫
癘
を
ば
ら

撒
く
と
脅
か
し
た
。
黄
は
怯
え
て
趙
氏
と
離
婚
し
た
が
、
後
年
、
趙
氏
は
貧
困
に
耐
え
ず
再
び
童
久
中
と
い
う
人
と
再
婚
し
た
。
鄧

如
川
は
ま
た
、
童
の
夢
に
現
れ
、
自
分
が
死
ん
だ
時
と
同
じ
病
気
を
汝
の
身
に
移
す
と
脅
か
し
た
。
童
は
趙
氏
を
寵
愛
し
て
、
離
婚

に
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
果
た
し
て
鄧
と
同
じ
風
労
の
病
を
患
い
、
二
年
後
に
亡
く
な
っ
た
。

((1

(

　

鄧
如
川
は
不
意
の
死
後
、
瘟
部
判
官
に
な
っ
た
が
、
職
務
を
利
用
し
て
二
回
に
わ
た
っ
て
妻
の
再
婚
相
手
を
脅
か
し
、
遂
に
二
回
目
の

相
手
を
病
死
さ
せ
た
と
い
う
、
職
権
乱
用
の
無
頼
な
疫
神
の
話
で
あ
る
。
『
夷
堅
志
』
に
は
、
こ
の
よ
う
に
横
死
し
て
行
疫
す
る
疫
病
鬼

神
の
話
は
多
く
な
い
が
、
以
上
二
話
か
ら
見
る
と
、
い
ず
れ
も
負
の
イ
メ
ー
ジ
の
鬼
神
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

最
後
に
、
『
夷
堅
支
癸
』
巻
五
「
神
遊
西
湖
」
と
い
う
行
疫
の
職
務
の
途
中
で
西
湖
に
遊
覧
に
行
く
た
め
、
農
民
の
陳
五
を
疫
病
で
死

な
せ
、
道
案
内
さ
せ
た
説
話
を
見
て
み
た
い
。

　

江
西
省
楽
平
の
農
民
陳
五
は
、
農
業
を
行
う
傍
ら
、
人
に
雇
わ
れ
、
雑
役
も
し
て
い
る
。
紹
興
四
年
（
一
一
三
四
）
の
春
、
疫
病

に
よ
り
死
ん
だ
が
、
三
日
後
蘇
り
、
そ
の
間
の
こ
と
を
こ
う
語
っ
た
。
死
ん
だ
後
、
魂
魄
が
体
か
ら
抜
け
出
し
て
、
将
軍
と
称
し
た

神
人
に
連
れ
て
い
か
れ
た
。
神
人
は
「
以
前
か
ら
杭
州
の
西
湖
に
遊
び
に
行
き
た
い
が
、
機
会
が
な
か
っ
た
。
今
回
の
巡
歴
時
に
行

き
た
い
の
で
、
案
内
を
頼
む
。
こ
と
が
終
わ
る
と
、
解
放
し
て
や
る
」
と
言
っ
た
。
我
を
布
の
袋
に
入
れ
て
、
色
ん
な
人
の
家
に
行

き
、
供
献
の
食
べ
物
を
食
べ
た
。
五
日
後
、
臨
安
に
着
き
西
湖
を
遊
覧
し
、
天
竺
寺
、
霊
隠
寺
、
市
肆
園
林
な
ど
存
分
に
楽
し
ん
だ
。

道
観
に
だ
け
は
入
る
の
を
恐
れ
た
。
そ
の
後
、
一
行
は
福
建
に
行
き
、
ま
た
建
昌
撫
州
に
戻
り
、
白
干
の
查
氏
の
家
に
し
ば
ら
く
休
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憩
し
て
い
た
時
、
ひ
と
り
の
道
士
に
五
雷
雨
法
に
よ
っ
て
退
治
さ
れ
、
慌
た
だ
し
く
逃
げ
去
っ
た
。
陳
五
を
入
れ
た
袋
も
地
に
落
ち
、

陳
五
は
そ
の
ま
ま
甦
っ
た
。
洛
陽
の
康
義
仲
も
、
今
年
の
春
に
、
查
氏
一
族
が
時
疾
に
か
か
っ
た
が
、
道
士
の
五
雷
雨
法
に
よ
っ
て

治
っ
た
と
、
查
氏
か
ら
同
じ
話
を
聞
い
た
。

　

右
の
あ
ら
す
じ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
職
務
の
途
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
用
の
た
め
陳
五
を
一
時
期
疫
鬼
の
仲
間
に
し
、
恐
ら
く
行

疫
の
対
象
で
は
な
い
查
氏
一
族
に
も
疫
病
を
も
た
ら
し
た
こ
の
疫
病
将
軍
は
、
道
士
の
五
雷
雨
法
に
退
治
さ
れ
、
部
下
の
幽
鬼
と
と
も
に

逃
げ
惑
う
滑
稽
な
最
後
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
天
命
に
よ
っ
て
行
疫
を
す
る
鬼
神
で
も
、
職
務
の
乱
用
や
怠
慢
に
よ
り
負
の

イ
メ
ー
ジ
の
疫
病
鬼
神
と
し
て
描
か
れ
、
時
と
し
て
退
治
さ
れ
る
存
在
で
も
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
行
疫
の
役
目
を
全
う
す
る
鬼
神
は
正
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、『
夷
堅
支
乙
』
巻
七
「
王

牙
儈
」
は
瘟
部
の
鬼
神
が
依
頼
人
の
取
り
分
を
騙
し
た
悪
徳
の
仲
買
商
人
を
懲
罰
し
た
話
で
あ
る
。

　

乾
道
七
年
（
一
一
七
一
）
、
鄱
陽
の
郷
民
鄭
小
五
一
家
は
疫
癘
に
か
か
り
、
医
巫
か
ら
薬
を
買
い
た
い
が
、
家
が
貧
し
く
薬
代
が

な
か
っ
た
。
家
に
あ
る
氈
笠
を
売
る
よ
う
仲
買
商
人
の
王
三
に
頼
ん
だ
が
、
代
金
千
銭
の
半
分
を
王
三
が
独
り
占
め
し
た
。
す
る
と
、

王
三
は
家
に
帰
っ
た
途
端
に
病
気
に
か
か
り
、
六
七
日
後
に
や
っ
と
目
が
覚
め
た
が
、
杖
刑
を
受
け
た
よ
う
に
苦
し
ん
で
い
る
。
王

三
が
言
う
に
は
、
黄
色
い
服
を
着
た
役
人
に
連
れ
出
さ
れ
、
巨
大
な
船
に
大
官
が
座
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
左
右
は
み
な
朱
紫
の
服

を
身
に
ま
と
い
、
儀
衛
赫
々
と
し
て
全
く
官
府
の
よ
う
で
あ
る
。
大
官
に
鄭
小
五
の
お
金
を
騙
し
取
っ
た
こ
と
を
責
め
ら
れ
、
鞭
刑

一
百
を
喰
ら
い
、
草
の
中
に
捨
て
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
涼
薬
を
も
ら
っ
て
目
が
覚
め
た
が
、
尻
の
痛
み
が
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
、

何
か
月
臥
し
て
や
っ
と
治
っ
た
。
そ
の
年
、
下
流
は
大
疫
が
起
こ
り
、
こ
の
大
官
の
一
行
は
瘟
部
の
鬼
神
で
あ
ろ
う
と
云
う
。
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こ
の
説
話
は
瘟
部
の
鬼
神
が
行
疫
す
る
途
中
、
悪
徳
の
王
牙
儈
を
鞭
刑
で
罰
し
た
と
い
う
、
あ
た
か
も
人
間
界
の
官
吏
の
よ
う
な
行
為

を
記
録
し
た
。
こ
の
瘟
部
の
鬼
神
に
つ
い
て
、
「
大
官
正
坐
、
左
右
擁
侍
皆
朱
紫
、
儀
衛
光
赫
、
全
如
二

官
府
一

」
と
、
正
の
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
描
か
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
王
三
の
魂
魄
を
連
れ
出
し
た
幽
鬼
に
つ
い
て
、
「
黄
衫
承
局
」
と
い
う
黄
色
い
服
を
着
た

下
級
役
人
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
注
意
さ
れ
る
。
増
子
和
男
氏
は
冥
官
の
衣
服
の
色
を
黄
色
と
す
る
例
は
、
「
そ
の
大
半
は
、

人
を
直
接
冥
界
へ
連
行
す
る
「
使
者
」
の
衣
服
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
中
に
は
黄
衣
・
黄
衫
と
い
う
こ
と
ば
で
、
使
者
（
鬼
使
）
そ
の
も

の
を
表
わ
し
て
い
る
例
す
ら
見
出
さ
れ
る
」
と
指
摘
し
た
。((1

(

「
王
牙
儈
」
説
話
に
登
場
す
る
「
黄
衫
承
局
」
は
ま
さ
に
王
三
を
幽
冥
世
界

に
連
れ
出
す
使
者
で
あ
り
、
瘟
部
の
鬼
神
と
は
異
な
る
存
在
で
あ
る
。
瘟
部
の
大
官
は
王
牙
儈
を
罰
し
懲
悪
を
行
っ
た
一
方
、
下
流
地
域

に
疫
病
を
も
た
ら
し
た
。
行
疫
す
る
こ
と
は
あ
く
ま
で
も
天
命
に
よ
る
正
当
な
職
務
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

　

瘟
神
は
正
の
イ
メ
ー
ジ
で
描
か
れ
た
例
は
ほ
か
に
も
見
ら
れ
る
。
『
夷
堅
志
三
補
』
「
夢
五
人
列
坐
」
に
、
瘟
神
を
迎
え
る
祭
り
の
集
金

を
拒
否
し
た
士
人
楊
伸
の
夢
に
、
五
人
の
神
が
現
れ
、
経
史
文
章
を
堂
々
と
語
り
、
楊
伸
が
普
段
疑
問
に
思
っ
た
と
こ
ろ
ば
か
り
で
あ
っ

た
と
い
う
、
士
大
夫
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
疫
病
鬼
神
の
存
在
も
確
認
で
き
る
。

二
ー
二
、
動
物
の
形
象
の
疫
病
鬼
神

　

前
節
で
は
、
人
間
の
形
で
登
場
す
る
疫
病
鬼
神
は
正
と
負
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
っ
た
多
様
な
表
象
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
考
察
し
た
。
本
節

は
動
物
の
形
象
で
現
れ
る
疫
病
鬼
神
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
結
論
か
ら
言
う
と
、
動
物
の
形
の
疫
病
鬼
神
は
、
人
間
に
災
い
を
も
た
ら
す

負
の
疫
鬼
が
多
い
。
例
え
ば
、
『
夷
堅
丁
志
』
巻
二
「
丘
氏
豕
禍
」
の
話
は
、
子
豚
に
人
頭
や
獣
首
が
生
え
て
い
る
と
い
う
動
物
の
怪
異
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を
記
し
た
。

　

乾
道
六
年
（
一
一
七
〇
）
、
南
雄
州
の
丘
悦
の
家
に
生
ま
れ
た
子
豚
は
、
人
頭
、
雞
頭
、
豹
首
、
馬
首
な
ど
、
彫
像
や
絵
画
に
見

ら
れ
る
瘟
鬼
の
よ
う
な
形
で
あ
る
。
丘
悦
は
豚
を
殺
し
て
お
祓
い
を
行
っ
た
が
、
そ
の
禍
は
ま
す
ま
す
甚
だ
し
く
な
っ
た
。
悦
と
妻
、

お
よ
び
長
男
夫
婦
が
皆
亡
く
な
っ
た
。

　

家
の
子
豚
は
瘟
鬼
の
よ
う
な
形
で
生
ま
れ
て
き
て
、
家
族
の
多
く
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
動
物
怪
異
の
説
話
で
あ
る
が
、
瘟
鬼
は
動
物

の
頭
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
当
時
の
彫
像
や
絵
画
に
見
ら
れ
る
と
い
う
記
述
は
興
味
深
い
。
今
で
も
、
お
寺
や
道
観
の
壁
画
に
登
場

す
る
「
五
瘟
神
」
は
禽
獣
の
形
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る((1

(

が
、
そ
れ
は
宋
代
以
来
の
瘟
神
形
象
を
継
承
し
て
い
る
。

　

動
物
形
象
の
疫
鬼
は
時
に
人
間
に
変
身
す
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
蛇
が
人
間
に
姿
を
変
え
行
疫
す
る
『
夷
堅
支
景
』
巻
二
「
易
村

婦
人
」
の
話
を
挙
げ
よ
う
。

　

慶
元
元
年
（
一
一
九
五
）
五
月
、
湖
州
南
門
の
外
、
ひ
と
り
の
顔
色
が
白
い
婦
人
が
小
舟
を
借
り
て
易
村
に
行
く
。
船
に
乗
る
と
、

葦
の
む
し
ろ
を
か
ぶ
っ
て
臥
し
た
。
人
の
気
配
が
し
な
い
の
で
、
船
頭
が
怪
し
ん
で
む
し
ろ
を
挙
げ
て
み
る
と
、
一
尺
ば
か
り
の
小

さ
い
烏
蛇
が
数
千
匹
蟠
っ
て
い
る
。
船
頭
が
驚
き
怖
が
る
あ
ま
り
、
汗
を
流
し
な
が
ら
む
し
ろ
を
下
し
た
。
目
的
地
に
着
い
た
ら
、

婦
人
は
再
び
人
の
形
に
戻
り
、
銭
二
百
を
船
頭
に
渡
し
た
。
賃
金
を
受
け
取
ろ
う
と
せ
ず
、
正
体
を
見
て
し
ま
っ
た
と
い
う
実
情
を

話
し
た
船
頭
に
、
婦
人
は
笑
っ
て
言
っ
た
。「
誰
に
も
言
わ
な
い
で
。
私
は
城
内
か
ら
こ
こ
に
蛇
瘟
を
行
い
に
来
た
。
一
ヶ
月
で
帰
る
」
、

と
。
そ
の
後
、
彼
の
村
は
七
百
家
い
る
が
、
こ
の
夏
は
半
分
死
ん
だ
。
湖
州
、
常
州
、
秀
州
の
三
州
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
疫
癘
が
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起
こ
り
、
湖
州
が
も
っ
と
も
甚
だ
し
か
っ
た
が
、
五
月
に
は
少
し
よ
く
な
り
、
六
月
に
ま
た
ひ
ど
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
こ
の
蛇
婦
人

が
易
村
か
ら
帰
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
沈
清
臣
の
娘
が
閩
帥
詹
元
善
の
家
に
嫁
い
だ
時
、
と
も
に
福
州
に
来
た
老
婦
人
が
語
っ

た
話
で
あ
る
。

　

蛇
妖
が
疫
病
を
も
た
ら
す
話
は
疫
病
説
話
に
よ
く
見
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
こ
の
話
は
蛇
が
容
姿
妖
艶
な
婦
人
に
変
身
し
、
慶
元
元
年

五
月
に
易
村
と
湖
州
を
行
き
来
し
て
行
疫
し
た
と
い
う
デ
ィ
デ
ー
ル
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
説
話
は
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
刊

『
万
世
百
物
語
』
巻
四
の
三
「
疫
神
の
便
船
」
に
翻
案
さ
れ
て
い
る
。
堤
邦
彦
氏
は
、
『
万
世
百
物
語
』
の
話
は
疫
神
に
行
き
逢
う
説
話
の

系
譜
を
引
き
、
『
法
華
験
記
』
の
天
王
寺
道
公
の
話
の
一
変
奏
と
言
え
、
そ
の
類
話
と
し
て
西
村
本
の
怪
異
小
説
『
浅
草
拾
遺
物
語
』
巻

二
の
二
「
瀬
田
の
社
の
永
き
夜
の
夢
」
が
挙
げ
ら
れ
る
と
述
べ
た
。((1

(

『
万
世
百
物
語
』
の
話
は
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
に
草
津
で
起
き

た
話
に
、
年
代
と
場
所
を
置
き
換
え
た
が
、
話
の
あ
ら
す
じ
は
ほ
ぼ
『
夷
堅
志
』
「
易
村
婦
人
」
と
同
様
で
あ
り
、
蛇
の
数
が
数
千
匹
で

あ
る
こ
と
や
、
村
で
病
死
し
た
人
数
に
関
し
て
「
七
百
」
と
い
う
数
字
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
細
部
ま
で
共
通
し
て
い
る
の
で
、
明
ら
か
に

「
易
村
婦
人
」
説
話
の
翻
案
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
易
村
婦
人
」
の
説
話
は
後
述
す
る
『
夷
堅
志
和
解
』
な
ど
『
夷
堅
志
』
の
和
訳
本
・
選

出
本
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
話
で
あ
る
。
『
万
世
百
物
語
』
の
作
者
は
『
夷
堅
志
』
か
ら
直
接
翻
案
し
た
か
、
そ
れ
と
も
ほ
か
の
類
書
や

選
出
本
な
ど
に
依
拠
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

以
上
の
例
か
ら
、
『
夷
堅
志
』
に
見
ら
れ
る
疫
病
鬼
神
の
表
象
は
か
な
り
複
雑
で
多
様
で
あ
り
、
勧
善
懲
悪
の
官
吏
や
、
経
史
文
章
に

通
じ
て
い
る
士
人
の
イ
メ
ー
ジ
の
善
神
も
い
れ
ば
、
職
務
を
乱
用
・
怠
慢
し
、
人
間
に
災
い
を
も
た
ら
す
悪
神
も
い
る
。
そ
の
一
因
に
『
夷

堅
志
』
は
異
な
る
地
域
の
伝
承
を
集
め
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
文
化
・
歴
史
的
背
景
が
相
違
す
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
疫
病
鬼
神
の
伝
承
の
成
立
背
後
に
潜
む
要
因
を
理
解
す
る
に
は
、
今
後
は
更
な
る
考
察
を
待
た
れ
る
。
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二
ー
三
、
疫
病
鬼
神
と
土
地
神
と
の
攻
防

　

疫
病
鬼
神
を
め
ぐ
る
説
話
の
中
、
当
地
の
土
地
神
と
交
渉
し
た
り
、
応
酬
し
た
り
、
時
に
戦
っ
た
り
し
て
、
そ
の
土
地
に
行
疫
す
る
話

を
記
す
一
群
が
見
ら
れ
る
。
本
章
の
最
後
に
、
こ
の
よ
う
に
疫
病
鬼
神
と
土
地
神
と
の
攻
防
説
話
を
取
り
上
げ
る
。

　

『
夷
堅
志
支
景
』
巻
六
「
孝
義
坊
土
地
」
は
城
隍
王
が
天
界
上
帝
の
命
令
を
受
け
て
各
地
の
土
地
神
に
行
疫
の
任
務
を
伝
達
す
る
時
、

ほ
と
ん
ど
の
土
地
神
は
頓
首
し
て
命
令
に
従
う
が
、
孝
義
坊
の
土
地
神
は
子
供
で
頭
数
を
稼
ぎ
、
大
人
へ
の
行
疫
を
避
け
る
よ
う
に
城
隍

王
と
交
渉
し
た
話
で
あ
る
。
あ
ら
す
じ
を
挙
げ
る
。

　

慶
元
元
年
（
一
一
九
五
）
正
月
、
平
江
市
の
人
周
翁
が
瘧
疾
患
い
、
瘧
の
鬼
を
避
け
る
た
め
に
ひ
そ
か
に
城
隍
廟
に
入
り
込
み
、

隠
れ
て
い
た
。
夜
中
、
城
隍
王
の
前
に
黃
衣
の
役
人
が
七
八
人
を
連
れ
て
き
て
、
物
々
し
い
雰
囲
気
の
中
、
王
が
「
吾
は
上
帝
の
勅

令
を
受
け
て
此
の
邦
に
行
疫
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
た
ち
は
各
々
一
坊
の
土
地
神
で
あ
り
、
ど
う
し
て
怠
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う

か
」
と
問
う
た
。
土
地
神
た
ち
は
み
な
頓
首
し
て
命
令
に
従
っ
た
が
、
そ
の
中
、
ひ
と
り
の
神
の
み
が
王
に
「
私
が
治
め
て
お
り
ま

す
孝
義
坊
は
、
す
べ
て
の
家
々
が
善
良
で
何
も
罪
を
お
か
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
病
で
彼
ら
を
困
ら
せ
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
」
と
申

し
た
。
王
が
、
「
こ
れ
が
天
の
意
志
で
あ
り
、
汝
の
よ
う
な
小
さ
な
官
職
は
、
命
令
に
従
う
だ
け
で
よ
い
」
と
怒
っ
た
。
土
地
神
は

ま
た
申
し
た
。
「
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
幼
い
子
供
を
も
っ
て
数
に
充
て
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」
と
。
王

は
久
し
く
考
え
て
こ
う
言
っ
た
。
「
そ
う
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
」
と
。
そ
し
て
各
自
退
出
し
た
。
周
翁
は
翌
日
、
城
隍
廟
で
見
聞
き

し
た
こ
と
を
人
々
に
語
っ
た
が
、
誰
も
信
じ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
二
月
に
至
り
、
そ
の
地
に
疫
癘
が
大
い
に
流
行
し
、
孝
義
坊
だ
け
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は
子
供
の
み
が
病
気
に
な
っ
た
。
人
々
は
始
め
て
周
の
言
っ
た
こ
と
が
本
当
だ
と
分
か
っ
た
。
病
者
が
治
っ
た
後
、
坊
の
人
々
は
皆

お
金
を
出
し
て
大
廟
を
建
て
、
土
地
神
の
德
に
報
じ
た
。

　

こ
の
説
話
に
記
録
さ
れ
た
上
帝
―
城
隍
王
―
土
地
神
と
い
う
行
政
的
な
行
疫
の
シ
ス
テ
ム
が
注
目
さ
れ
る
。
孝
義
坊
の
土
地
神
は
恐
れ

な
が
ら
も
城
隍
王
に
交
渉
し
、
一
坊
の
民
を
疫
病
か
ら
守
っ
た
が
、
ほ
か
の
土
地
神
は
天
の
命
令
に
従
い
、
反
抗
す
る
こ
と
な
く
そ
れ
ぞ

れ
の
管
轄
内
に
疫
病
を
広
め
た
。
こ
の
よ
う
に
地
域
社
会
の
庇
護
者
で
あ
る
土
地
神
と
、
天
界
の
神
の
意
志
の
代
理
人
と
の
対
立
は
、
広

く
流
行
す
る
疫
病
の
中
で
、
あ
る
地
域
だ
け
が
難
を
免
れ
る
現
象
に
対
す
る
神
秘
主
義
的
な
解
釈
で
あ
る
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
「
孝
義
坊
土
地
」
の
話
は
恐
ら
く
当
時
、
疫
病
が
蔓
延
し
た
中
、
孝
義
坊
だ
け
は
小
児
の
疫
病
が
流
行
し
、
大
人
の
被
害
が
少
な
か
っ

た
こ
と
へ
の
記
憶
が
生
み
出
さ
れ
た
伝
承
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

『
夷
堅
志
』
に
お
い
て
、
行
疫
を
め
ぐ
っ
て
神
々
の
間
で
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
説
話
の
例
は
、
ほ
か
に
も
確
認
で
き
る
。
そ
の
中
、

特
に
疫
病
鬼
神
と
土
地
神
と
の
攻
防
戦
は
興
味
深
い
。
例
え
ば
、『
夷
堅
支
乙
』
巻
三
「
景
徳
鎮
鬼
闘
」
と
い
う
、
淳
熙
元
年
（
一
一
七
四
）

の
初
夏
、
浮
梁
景
徳
鎮
の
漁
者
が
目
撃
し
た
瘟
鬼
と
土
地
神
と
の
戦
い
を
記
し
た
説
話
で
あ
る
。
一
部
の
あ
ら
す
じ
を
挙
げ
る
。

　

突
然
強
風
が
吹
き
、
気
温
が
急
降
下
し
、
剛
健
な
大
男
百
余
人
が
現
れ
た
。
皆
入
れ
墨
を
し
て
、
蛮
夷
風
の
椎
髻
の
髪
型
を
し
て

い
る
。
ひ
と
り
の
巨
人
が
青
い
頭
巾
と
緑
の
袍
を
ま
と
い
、
褐
靴
を
履
き
玉
帯
を
身
に
つ
け
、
金
瓜
を
持
っ
て
椅
子
に
座
っ
て
、
大

男
た
ち
を
東
と
西
と
二
つ
の
集
団
に
分
け
る
よ
う
指
図
し
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
集
団
が
勇
敢
に
戦
い
、
東
の
ほ
う
が
勝
っ
た
。
西

の
男
た
ち
は
逃
げ
て
、
悉
く
牛
に
化
し
た
。
東
の
集
団
は
鼓
を
叩
き
な
が
ら
追
い
掛
け
た
。
牛
の
集
団
は
河
を
渡
り
、
行
方
を
く
ら

ま
し
た
。
こ
の
年
に
こ
の
地
域
は
疫
癘
が
流
行
り
、
東
の
村
だ
け
が
難
を
免
れ
た
。
人
々
は
漁
者
が
見
た
、
戦
い
に
勝
っ
た
者
は
里
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社
の
神
で
、
負
け
て
牛
と
化
し
た
者
は
、
瘟
鬼
で
あ
る
と
悟
っ
た
。

　

こ
の
説
話
は
里
社
の
神
、
つ
ま
り
土
地
神
と
疫
鬼
が
水
の
中
で
戦
っ
て
、
負
け
た
疫
鬼
が
牛
に
な
っ
て
逃
げ
出
し
た
奇
聞
を
記
録
し
て

い
る
。
こ
れ
は
中
国
最
古
の
水
利
施
設
で
あ
る
都
江
堰
を
建
設
し
た
蜀
郡
の
太
守
李
氷
が
牛
と
化
し
て
川
の
神
と
戦
っ
た
伝
説
の
一
変
型

で
あ
る
と
指
摘
す
る
先
行
研
究
が
見
ら
れ
る
。((1

(

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
戦
い
に
勝
っ
た
東
の
村
だ
け
が
疫
病
の
災
難
か
ら
免
れ
た
記

述
で
あ
る
。
「
孝
義
坊
土
地
」
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
話
も
ま
た
、
広
ま
っ
た
疫
病
の
中
、
あ
る
地
域
だ
け
が
難
を
逃
れ
る
現
象
に
対
す

る
解
釈
と
し
て
、
土
地
神
の
信
仰
と
繋
げ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

『
夷
堅
志
』
に
は
、
疫
病
鬼
神
と
土
地
神
と
の
攻
防
の
や
り
取
り
を
詳
細
に
記
録
し
た
説
話
が
確
認
で
き
る
。
『
夷
堅
乙
志
』
巻
十
七
「
宣

州
孟
郎
中
」
と
『
夷
堅
丁
志
』
巻
十
四
「
劉
十
九
郎
」
の
二
話
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
説
話
は
作
者
洪
邁
自
身
が
文
中
に
述
べ
た
よ
う

に
、
「
頗
る
相
い
類
じ
」
て
い
る
の
で
、
「
宣
州
孟
郎
中
」
の
あ
ら
す
じ
の
み
を
挙
げ
る
。

　

乾
道
元
年
（
一
一
六
五
）
七
月
、
石
田
村
の
汪
家
の
下
男
で
あ
る
王
十
五
が
畑
を
耕
し
て
い
る
時
に
、
突
然
倒
れ
た
。
家
の
人
が

彼
を
家
ま
で
担
い
で
帰
る
と
、
ま
だ
か
す
か
に
息
が
あ
っ
た
の
で
、
埋
葬
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
八
日
後
、
王
十
五
が
蘇
っ
て
、

意
識
を
失
っ
た
間
の
こ
と
を
語
っ
た
。
「
畑
に
い
た
時
、
十
余
人
が
西
よ
り
来
る
の
が
見
え
、
皆
道
士
の
服
を
着
て
お
り
、
箱
と
大

き
な
扇
を
持
っ
て
い
る
。
注
目
し
て
見
る
と
、
殴
ら
れ
て
荷
物
を
担
が
さ
れ
た
。
県
の
五
侯
廟
ま
で
来
る
と
、
冠
と
帯
を
着
け
た
人

が
出
て
き
て
、
今
の
通
引
官
の
よ
う
だ
。
用
件
を
尋
ね
る
と
、
「
婺
源
で
疫
病
を
流
行
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
答
え
た
。

衣
冠
を
着
け
た
人
は
廟
に
入
り
、
ま
た
出
て
き
て
、
「
侯
は
お
許
し
に
な
ら
な
い
」
と
言
い
、
早
く
立
ち
去
る
よ
う
に
促
し
た
。
そ

の
人
た
ち
は
ま
だ
行
こ
う
と
し
な
い
が
、
廟
の
中
か
ら
「
す
ぐ
に
行
か
な
い
と
、
別
の
処
分
が
下
る
ぞ
」
と
呼
声
が
聞
こ
え
た
の
で
、
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諦
め
て
立
ち
去
っ
た
。
そ
し
て
、
東
嶽
廟
に
入
っ
た
が
、
ま
た
追
い
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
浙
嶺
か
ら
休
寧
県
に
行
き
、
城
隍
お
よ
び

英
濟
王
廟
に
謁
見
し
、
婺
源
と
同
じ
こ
と
を
申
し
上
げ
た
が
、
み
な
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
徽
州
に
行
き
、
三
廟
を
回
っ
た
が
、
ま
た

許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
十
余
人
の
者
は
不
機
嫌
に
な
り
、
よ
う
や
く
宣
州
に
着
き
、
一
つ
大
き
な
祠
に
入
っ
た
。
門
に
着
い
た
途

端
、
数
人
が
出
迎
え
に
来
て
、
そ
の
来
訪
を
知
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
双
方
が
対
面
し
大
い
に
喜
び
、
神
に
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、

神
は
許
し
た
。
そ
し
て
、
健
歩
の
者
に
命
令
し
所
轄
の
土
地
の
詳
細
を
知
ら
せ
、
道
案
内
に
一
匹
の
鬼
を
遣
わ
し
た
。
行
疫
は
北
門

の
孟
郎
中
の
家
か
ら
始
ま
っ
た
。
彼
ら
は
持
っ
て
き
た
物
を
か
ま
ど
の
下
に
隠
し
、
大
き
な
木
を
運
ん
で
き
て
外
に
柵
を
立
て
た
。

夜
が
明
け
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
隠
し
た
物
を
取
り
出
し
て
堂
の
中
を
巡
り
歩
い
た
。
最
初
に
二
人
の
息
子
が
出
て
き
た
の
で
、
そ
の
頭

を
槌
で
叩
く
と
、
す
ぐ
さ
ま
地
面
に
倒
れ
た
。
次
に
下
男
や
下
女
た
ち
に
遇
い
、
あ
る
者
は
叩
き
、
あ
る
者
に
は
扇
で
あ
お
ぐ
と
、

み
な
倒
れ
た
。
二
日
間
ほ
ど
留
ま
っ
て
、
西
南
よ
り
火
が
起
こ
り
、
最
初
は
大
き
な
弓
で
射
て
火
を
消
し
た
が
、
二
日
後
、
火
が
ま

す
ま
す
強
く
な
り
、
そ
の
人
た
ち
は
遂
に
敗
れ
逃
げ
出
し
た
。
残
さ
れ
た
我
は
道
を
尋
ね
な
が
ら
家
に
帰
る
と
、
蘇
っ
た
。
里
の
人

汪
賡
が
宣
城
尉
を
務
め
る
妹
婿
の
余
永
観
に
こ
と
の
真
偽
を
尋
ね
る
と
、
「
孟
生
は
医
者
で
あ
り
、
七
月
に
確
か
に
一
家
が
伝
染
病

に
罹
り
、
二
人
の
息
子
か
ら
始
ま
り
、
婢
妾
も
二
人
死
ん
だ
。
村
巫
を
招
い
て
治
療
に
当
た
っ
た
が
、
そ
の
村
巫
も
病
で
死
ん
だ
。

孟
氏
は
城
内
の
巫
を
悉
く
集
め
、
力
を
合
わ
せ
て
お
祓
い
を
し
て
、
よ
う
や
く
治
っ
た
」
と
。
こ
の
年
、
浙
西
で
は
伝
染
病
に
見
舞

わ
れ
た
人
が
数
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
い
た
が
、
江
東
だ
け
が
無
事
だ
っ
た
。
歙
の
神
々
は
仁
者
と
い
え
よ
う
。
石
田
の
人
汪
拱
が
話
し

た
。
王
十
五
は
そ
の
家
僕
で
あ
る
。

　

こ
の
説
話
は
疫
病
鬼
神
が
行
疫
を
し
、
退
治
さ
れ
た
過
程
を
か
な
り
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。
行
疫
の
具
体
的
な
行
為
と
し
て
、
「
そ

の
脳
を
椎
す
」
こ
と
や
、
「
或
い
は
撃
ち
、
或
い
は
扇
ぐ
」
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
城
内
の
村
巫
を
集
め
て
お
祓
い
を
し
、
火
の
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攻
撃
に
よ
っ
て
や
っ
と
疫
鬼
た
ち
を
追
い
払
っ
た
と
い
う
疫
病
鬼
神
を
退
治
す
る
激
し
い
戦
い
の
様
子
も
描
か
れ
て
い
る
。
特
に
注
意
し

た
い
の
は
、
疫
病
鬼
神
が
行
疫
す
る
に
当
た
り
、
当
地
の
神
々
に
許
可
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
と
、
な
か
な
か
許
し
て
も
ら
え
な

い
点
で
あ
る
。
洪
邁
は
許
可
を
出
さ
な
か
っ
た
神
々
に
つ
い
て
「
仁
と
謂
ふ
べ
し
」
と
評
価
し
た
が
、
宣
州
の
神
が
行
疫
を
承
諾
し
た
記

述
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
年
に
浙
西
は
大
疫
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
江
東
だ
け
が
事
な
く
済
ん
だ
と
い
う
不
可
解
な
現
象
へ
の
解

釈
と
し
て
、
土
地
神
の
承
諾
の
有
無
と
い
う
認
識
が
当
時
に
は
広
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
に
疫
病
が
広
ま
る
中
、
あ
る
特
定
な
地
域
だ
け
が
難
を
逃
れ
る
現
象
に
対
し
て
、
ひ
と
つ
異
な
る
解
釈
の
例
を
考

え
た
い
。
『
夷
堅
乙
志
』
巻
五
「
異
僧
符
」
と
い
う
奇
妙
な
呪
符
の
話
で
あ
る
。

　

豫
章
の
南
数
十
里
に
生
米
渡
と
い
う
処
が
あ
る
。
乾
道
元
年
（
一
一
六
五
）
の
春
、
一
人
の
僧
が
朝
に
川
を
渡
る
時
、
渡
り
の
官

人
に
言
っ
た
、
「
少
し
す
る
と
、
黄
色
い
服
を
着
る
五
人
が
籠
を
担
い
で
来
ま
す
。
彼
等
を
渡
し
た
ら
災
が
あ
る
の
で
、
決
し
て
渡

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
。
僧
は
筆
を
取
っ
て
「

」
の
三
文
字
を
書
い
て
官
人
に
与
え
た
。
符
に
似
て
符
に
あ
ら
ず
、
全
く

分
か
ら
な
い
文
字
で
あ
っ
た
。
「
こ
れ
を
見
せ
る
と
、
そ
の
五
人
は
拒
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」
と
言
っ
て
去
っ
た
。
官
人
は
信
じ

て
い
な
か
っ
た
が
、
怪
し
く
思
っ
て
い
た
。
昼
頃
、
黄
色
い
衣
を
着
た
五
人
は
や
は
り
来
た
。
府
州
の
下
級
官
吏
の
よ
う
な
格
好
で
、

そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
竹
籠
を
負
っ
て
い
る
。
船
に
乗
ら
ん
と
す
る
五
人
を
官
人
が
拒
む
と
、
罵
り
襲
い
か
か
ろ
う
と
し
た
が
、
僧
が
与

え
た
符
を
出
し
た
ら
、
五
人
は
狼
狽
え
て
逃
げ
出
し
、
十
個
の
籠
を
岸
辺
に
捨
て
て
行
方
を
く
ら
ま
し
た
。
籠
の
中
を
開
け
て
見
る

と
、
小
さ
な
棺
が
五
百
基
入
っ
て
い
た
。
渡
り
の
官
人
は
こ
れ
ら
の
棺
を
す
べ
て
燃
や
し
、
こ
の
符
を
人
々
に
伝
え
与
え
た
。
豫
章

の
人
は
皆
こ
の
符
を
祭
っ
た
。
こ
の
年
、
江
浙
の
地
は
疫
病
が
流
行
り
、
こ
の
地
域
だ
け
が
無
事
だ
っ
た
。
識
者
は
五
人
は
瘟
部
鬼

で
あ
る
と
謂
う
。
私
は
江
州
お
よ
び
衢
州
を
通
り
か
か
っ
た
時
、
士
人
の
言
葉
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
を
聞
き
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
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は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
余
端
礼
が
話
し
た
。

　

こ
の
奇
妙
な
話
を
洪
邁
に
伝
え
た
余
端
礼
（
一
一
三
五
～
一
二
〇
一
年
）
は
『
宋
史
』
巻
三
九
八
に
伝
記
が
見
ら
れ
、
官
位
が
宰
相
に

至
っ
た
人
物
で
あ
る
。
僧
が
生
米
渡
（
現
在
の
江
西
省
南
昌
市
）
の
官
人
に
渡
し
た
呪
符
は
黄
色
い
服
を
着
た
五
人
の
渡
河
を
阻
止
し
た

が
、
こ
の
五
人
は
即
ち
行
疫
の
瘟
部
鬼
で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
増
子
和
男
氏
は
黄
色
い
服
を
ま
と
う
者
は
使
者
（
鬼
使
）
で
あ

る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。((1

(

こ
の
説
話
で
登
場
し
た
五
人
は
瘟
部
の
中
で
も
下
級
の
鬼
吏
で
あ
ろ
う
。
僧
が
書
い
た
呪
符
を
見
せ
ら
れ
、
行

疫
の
道
具
で
あ
る
小
棺
も
捨
て
て
逃
げ
惑
っ
た
ほ
ど
、
こ
の
呪
符
を
恐
れ
た
。

　

「
小
棺
」
に
つ
い
て
、『
太
平
広
記
』
巻
四
六
二·

禽
鳥
三
に
少
年
が
小
棺
で
ハ
ッ
カ
チ
ョ
ウ
を
埋
葬
し
た
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。((1

(

「
小
棺
」

は
文
字
通
り
、
小
さ
い
棺
を
指
す
以
外
、
薄
葬
の
棺
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
る
。

((2

(

　

し
か
し
、
『
夷
堅
志
』
に
記
録
さ
れ
た
「
小
棺
」
は
明
ら
か
に
怪
異
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
。
清
代
の
怪
異
小
説
集
『
聊
斎
志
異
』

巻
八
に
類
似
す
る
説
話
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

天
津
に
舟
人
某
が
い
る
。
夢
に
ひ
と
り
が
現
れ
、
教
え
て
曰
く
、
「
明
日
、
竹
笥
を
持
っ
て
舟
を
借
り
る
者
が
現
れ
ま
す
。
千
金

を
求
め
る
と
よ
い
で
す
。
然
ら
ば
、
渡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
。
某
は
目
が
覚
め
る
と
、
信
じ
な
い
が
、
ま
た
眠
る
と
、
同
じ
夢

を
見
た
。
し
か
も
夢
の
中
の
人
は
「

」
の
三
文
字
を
壁
に
書
い
て
、
「
も
し
千
金
を
出
し
て
く
れ
な
い
な
ら
、
こ
の
文
字
を

示
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
。
某
は
怪
し
く
思
っ
た
が
、
そ
の
三
文
字
が
分
か
ら
な
い
。
次
の
日
、
旅
人
た
ち
を
注
意
し
て
見
る

と
、
日
が
暮
れ
る
頃
、
本
当
に
ひ
と
り
が
驢
馬
に
笥
を
載
せ
て
来
た
。
某
は
夢
の
中
に
言
わ
れ
た
通
り
に
代
金
を
要
求
し
た
。
そ
の

人
は
笑
っ
て
、
長
い
時
間
考
え
た
。
某
は
そ
の
人
の
手
を
取
っ
て
、
指
で
夢
の
中
の
三
文
字
を
書
い
た
。
そ
の
人
は
大
い
に
驚
き
、
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す
ぐ
に
消
え
た
。
そ
の
荷
物
を
見
る
と
、
則
ち
小
棺
は
数
万
余
基
あ
り
、
長
さ
は
僅
か
指
ぐ
ら
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
滴
の
血
が
入
っ

て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
。
某
は
そ
の
三
文
字
を
い
ろ
ん
な
人
に
聞
い
た
が
、
知
っ
て
い
る
人
が
い
な
か
っ
た
。
ほ
ど
な
く
し
て
、
吳

三
桂
の
反
乱
が
発
覚
さ
れ
、
党
羽
は
す
べ
て
誅
殺
さ
れ
、
そ
の
死
者
の
数
は
棺
の
数
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
徐
白
山
が
話
し
た
。

((2

(

　

『
聊
斎
志
異
』
の
話
に
登
場
し
た
小
棺
は
反
乱
の
死
者
を
暗
示
す
る
も
の
で
、
疫
病
と
は
関
係
な
い
が
、
こ
の
三
文
字
は
竹
籠
の
中
の

小
棺
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
呪
符
の
「
貝
」
の
字
は
小
棺
を
象
徴
し
て
お
り
、
こ
の
呪
符
は
小
棺
を
持
っ

て
人
の
命
を
奪
い
に
来
た
鬼
神
の
行
為
や
名
前
を
道
破
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

　

李
豊
楙
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
早
く
も
六
朝
期
の
道
教
経
典
で
あ
る
『
女
青
鬼
律
』
は
「
今
、
其
の
真
名
を
記
し
、
人
を
し
て
之
を

知
ら
し
ま
ん
。
一
た
び
鬼
の
名
を
知
れ
ば
、
邪
は
敢
え
て
前
ま
ず
、
三
た
び
其
の
鬼
の
名
を
呼
べ
ば
、
鬼
炁
即
と
絶
ち
、
天
鬼
来
た
り
て

下
り
、
地
鬼
並
び
に
煞
す
」
と
、
鬼
の
名
を
知
り
、
鬼
の
名
を
呼
ぶ
と
い
う
鬼
を
退
治
す
る
方
法
を
提
示
し
た
。

((2

(

　

劉
曉
明
『
中
国
符
咒
文
化
大
観
』
に
も
、
病
鬼
の
名
前
を
書
い
て
そ
れ
を
制
す
と
、
神
の
名
前
あ
る
い
は
記
号
を
書
い
て
鬼
を
制
す
と
、

二
通
り
の
鬼
を
駆
除
し
病
を
治
す
符
術
の
法
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

((2

(

　

『
夷
堅
志
』
「
異
僧
符
」
説
話
の
例
に
戻
る
と
、
後
世
の
資
料
は
呪
符
の
三
文
字
の
最
後
の
一
字
を
「
乙
」
と
解
釈
し
た
も
の
が
多
い
。

次
章
で
詳
し
く
考
察
す
る
が
、
こ
の
説
話
と
呪
符
そ
の
も
の
は
後
に
日
本
に
伝
わ
り
、
前
の
二
文
字
が
不
可
解
で
あ
る
た
め
、
三
文
字
目

の
「
乙
」
が
こ
の
呪
符
を
発
音
す
る
時
、
或
い
は
解
釈
す
る
時
に
重
要
な
手
掛
か
り
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
『
日
本
石
仏
図
典
』
に
は
埼

玉
県
秩
父
郡
皆
野
下
日
野
沢
に
あ
る
石
塔
に
刻
ま
れ
た
こ
の
三
文
字
の
呪
符
を
記
録
し
、
「
き
の
と
」
と
読
ま
せ
、
「
乙
は
骨
器
の
形
」
と

し
て
、
こ
の
呪
符
は
「
村
を
悪
霊
の
侵
入
か
ら
塞
ぎ
、
平
和
に
治
る
こ
と
を
祈
念
し
た
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
説
が
見
ら
れ
る
。((2

(

た
だ
し
、

呪
符
の
書
き
方
を
考
え
る
と
、
最
後
の
「
乙
」
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
字
は
符
腳
に
当
た
る
部
分
で
あ
ろ
う
。((2

(

こ
の
呪
符
の
原
型
は
伝
わ
っ



－ 148 －－ 149 －

『夷堅志』に見られる疫病鬼神と日本における受容（黄）

て
い
な
い
が
、

((2

(

中
国
宋
代
以
降
に
出
版
さ
れ
た
『
夷
堅
志
』
の
各
伝
本
、
お
よ
び
こ
の
説
話
が
日
本
に
伝
来
し
た
後
、
江
戶
時
代
に
出

版
さ
れ
た
翻
訳
本
や
翻
案
本
な
ど
を
見
る
と
、
符
の
一
文
字
目
と
二
文
字
目
は
い
ず
れ
も
竹
冠
で
あ
り
、
五
人
の
瘟
鬼
が
小
棺
を
保
存
す

る
竹
籠
と
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
。
竹
冠
の
下
の
部
分
は
伝
本
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
主
に
「
車
」
、「
足
」
、「
厂
」
、

「
其
」
、
「
斤
」
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
「
車
」
、
「
足
」
が
使
わ
れ
た
の
は
小
棺
を
運
び
、
各
地
に
疫
病
を
広
め
る
瘟
鬼
の
職
務
と
関
連
す

る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
推
測
す
る
と
、
こ
れ
は
瘟
鬼
の
名
前
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
名
前
が
看
破
さ
れ

た
か
ら
こ
そ
、
瘟
鬼
た
ち
が
荷
物
も
顧
み
ず
狼
狽
え
て
逃
げ
惑
っ
た
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

『
夷
堅
丙
志
』
巻
第
三
「
張
四
郎
」
は
以
下
の
よ
う
な
説
話
を
記
録
し
て
い
る
。
邛
州
（
現
在
の
四
川
省
邛
崍
市
）
の
南
十
里
、
白
鶴

山
張
四
郎
祠
は
神
仙
を
祭
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
麓
に
あ
る
碑
は
甚
だ
古
く
、
文
字
が
判
別
で
き
な
い
。
郡
の
人
が
言
う
に
は
、
こ

れ
は
四
郎
が
立
て
た
碑
で
あ
り
、
魑
魅
を
退
治
し
、
疾
疫
を
救
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
字
を
判
読
で
き
る
後
人
は
、
仙
道
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
、
と
。
神
仙
界
の
古
い
文
字
は
駆
鬼
逐
疫
の
役
割
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
「
異
僧
符
」
も
ま
た
、
こ
の
類

い
の
神
符
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
日
本
に
伝
わ
っ
た
異
僧
符

　

『
夷
堅
志
』
が
日
本
に
伝
来
し
た
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
文
献
上
の
引
用
例
の
早
い
も
の
に
十
五
、
十
六
世
紀
五
山
僧
の
日
記
と
注

釈
類
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

((2

(

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
、『
夷
堅
志
』
が
広
く
読
ま
れ
、
様
々
な
作
品
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
元
禄
年
間
に
『
夷
堅
志
和
解
』

と
い
う
『
夷
堅
志
』
か
ら
九
三
話
の
説
話
を
選
び
、
和
訳
し
た
上
、
作
者
の
評
語
を
付
け
た
撰
訳
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
は
元
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禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
近
雅
散
人
に
よ
る
序
文
と
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
桑
門
斉
賢
に
よ
る
跋
文
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
人
物
に
つ
い

て
も
未
詳
で
あ
る
。
静
永
健
氏
は
富
山
大
学
附
属
図
書
館
ヘ
ル
ン
文
庫
本
序
文
の
落
款
か
ら
、
近
雅
散
人
は
「
下
村
氏
」
で
、
名
あ
る
い

は
字
は
「
直
方
」
で
あ
る
と
推
測
し
、
本
書
の
評
語
の
內
容
か
ら
作
者
は
江
戸
初
期
浄
土
真
宗
系
の
僧
侶
で
、
漢
籍
に
も
相
当
の
知
識
を

有
す
る
人
物
で
あ
る
と
考
察
し
た
。((2

(

『
夷
堅
志
和
解
』
は
、
『
夷
堅
乙
志
』
巻
五
「
異
僧
符
」
の
説
話
を
翻
訳
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
山

岡
元
隣
（
一
六
三
一
～
一
六
七
二
年
）
に
よ
る
怪
談
小
説
『
古
今
百
物
語
評
判
』
も
こ
の
説
話
を
収
録
し
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
「
異

僧
符
」
説
話
の
流
布
は
右
で
挙
げ
た
よ
う
な
翻
訳
・
翻
案
に
と
ど
ま
ら
ず
、
江
戸
中
後
期
の
医
学
や
信
仰
の
資
料
な
ど
に
も
そ
の
影
響
が

窺
え
る
。
本
章
は
日
本
に
お
け
る
「
異
僧
符
」
説
話
の
受
容
例
を
分
析
し
、
『
夷
堅
志
』
に
記
録
さ
れ
た
中
国
宋
代
の
疫
病
鬼
神
に
対
す

る
意
識
が
日
本
に
伝
わ
り
、
消
化
・
変
容
さ
れ
て
い
く
過
程
を
考
察
す
る
。

三
ー
一
、
文
学
作
品
に
お
け
る
異
僧
符

　

「
異
僧
符
」
説
話
は
『
夷
堅
志
和
解
』
巻
五
・
疫
鬼
類
に
「
異
僧
ノ
符
ヲ
受
テ
疫
鬼
ノ
難
ヲ
遁
レ
シ
事
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

和
訳
は
基
本
的
に
原
文
を
忠
実
に
翻
訳
し
て
い
る
。
『
夷
堅
志
和
解
』
が
『
夷
堅
志
』
を
和
訳
す
る
時
に
用
い
た
底
本
に
つ
い
て
、
播
本

眞
一
氏
は
明
代
鍾
惺
増
評
の
『
新
訂
増
補
夷
堅
志
』
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、『
和
解
』
は
訳
文
の
後
に
、「
評
シ
テ
曰
ク
」

の
形
で
作
者
斉
賢
に
よ
る
評
が
備
え
ら
れ
て
い
る
が
、
評
の
内
容
に
鍾
惺
の
評
語
を
引
用
す
る
部
分
が
確
認
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

((2

(

静
永
健
氏
は
『
和
解
』
に
『
夷
堅
志
』
の
原
作
に
は
見
え
な
い
が
、
『
新
訂
増
補
夷
堅
志
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
十
二
話
が
存
在

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
『
和
解
』
の
底
本
は
こ
の
明
代
万
暦
年
間
出
版
の
『
新
訂
増
補
夷
堅
志
』
と
同
系
統
の
版
本
の
可
能
性
を
論

じ
た
。

((3

(
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『
和
解
』
「
異
僧
ノ
符
ヲ
受
テ
疫
鬼
ノ
難
ヲ
遁
レ
シ
事
」
は
ま
ず
『
夷
堅
志
』
の
「
異
僧
符
」
説
話
を
忠
実
に
和
訳
し
、
訳
文
の
後
に
作

者
の
評
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

評
シ
テ
曰
ク
、
瘟
部
鬼
ナ
リ
ト
ハ
、
世
ニ
云
フ
所
ノ
疫
病
神
ナ
リ
。
字
書
ニ
、
疫
、
癘
鬼
為
レ

災
、
瘟
疫
也
。
又
民
皆
疾
也
。
『
正

伝
』
云
、
疫
気
之
発
、
大
則
流
二

行
天
下
一

。
又
『
医
統
』
曰
、
有
二

暴
風
疾
雨
霧
露
一

不
レ

散
、
則
民
多
二

瘟
疫
病
一

。
乃

至

如
レ

有
二

鬼

厲
之
気
一

、
故
云
二

瘟
癘
病
一

、
此
其
気
ア
レ
バ
、
其
形
ヲ
生
ズ
。
此
ヲ
鬼
ト
云
、
神
ト
云
フ
。
医
書
ニ
モ
此
理
ヲ
罔
ス
ル
コ
ト
不
レ

能
也
。
サ
レ
バ
、
昔
晋
ノ
成
公
十
年
疾
リ
、
医
ヲ
秦
ニ
求
メ
シ
ム
。
秦
医
緩
ヲ
シ
テ
、
此
ヲ
治
セ
シ
ム
。
時
ニ
医
緩
未
ダ
到
ラ
ザ
ル

ニ
、
成
公
夢
ラ
ク
、
疾
二
リ
ノ
竪
子
ト
為
テ
曰
ク
、
医
緩
ハ
良
医
ナ
リ
ト
、
云

〻

此
『
左
伝
』
ニ
出
タ
リ
。
此
ヲ
典
薬
頭
道
三
『
医

学
正
伝
』
ノ
鈔
ニ
載
テ
、
医
緩
ニ
斯
ノ
如
ク
善
行
ア
リ
ト
褒
テ
、
疾
ノ
竪
子
ト
為
テ
言
シ
コ
ト
ヲ
貶
メ
ズ
。
然
レ
バ
是
、
疫
鬼
其
形

ヲ
現
ジ
、
災
ヲ
人
ニ
加
ヘ
、
病
シ
ム
ル
コ
ト
、
疑
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。
サ
レ
バ
、
天
竺
国
ニ
テ
、
疫
病
ノ
鬼
民
ヲ
悩
シ
メ
ル
時
、
釈
尊
ノ

威
力
ニ
依
テ
、
鬼
神
悉
ク
奔
去
テ
、
衆
民
皆
其
病
ヲ
除
テ
、
喜
ビ
ア
ヘ
リ
。
此
事
『
仏
説
除
災
経
』
ニ
詳
ナ
リ
。
又
本
朝
ニ
テ
ハ
、

睿
山
ノ
僧
ヲ
、
疫
鬼
コ
レ
ヲ
病
シ
メ
ン
ト
テ
、
其
房
ニ
臨
ミ
ケ
レ
バ
、
彼
僧
円
頓
止
観
ノ
明
文
ヲ
誦
ジ
テ
居
レ
リ
。
疫
病
ノ
鬼
更
ニ

近
ヅ
ク
コ
ト
ヲ
得
ズ
。
況
ン
ヤ
病
シ
ム
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
リ
キ
。
此
ヲ
無
住
和
尚
ノ
云
ル
ハ
、
是
法
界
等
流
ノ
音
声
、
真
善
妙
有
ノ
文

字
ナ
レ
バ
也
ト
。
（
後
略
）
。

((3

(

　

こ
の
評
は
ま
ず
、『
説
文
解
字
』
や
『
左
伝
』
、
明
代
の
医
書
『
医
学
正
伝
』
、『
古
今
医
統
大
全
』
、
お
よ
び
曲
直
瀬
道
三
『
医
心
正
伝
』
、

『
佛
説
除
災
患
経
』
、
『
沙
石
集
』
な
ど
中
国
と
日
本
の
文
献
を
引
用
し
、
天
竺
、
中
国
、
日
本
の
故
事
を
踏
ま
え
て
「
瘟
部
鬼
」
に
つ
い

て
解
説
を
加
え
て
い
る
。
評
の
後
半
は
次
頁
で
挙
げ
た
よ
う
に
、こ
の
異
僧
符
の
使
い
方
に
言
及
し
て
い
る
。
特
に
当
時
、こ
の
符
が
人
々
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の
家
の
門
戸
の
上
に
広
く
貼
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
筆
画
に
誤
り
が
あ
る
記
述
が
注
目
さ
れ
る
。
『
和
解
』
の
作
者
は
本
書
に
記
録

さ
れ
た
「
異
僧
符
」
の
書
き
方
が
正
し
い
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
符
の
文
字
に
つ
い
て
、
中
国
と
日
本
に
お
け
る
各
伝
本
お
よ
び
引
用
資

料
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お
り
、
伝
承
の
不
統
一
性
が
窺
え
る
。
評
の
最
後
に
、
作
者
は
説
話
の
中
の
異
僧
は
恐
ら
く
地
蔵
菩
薩
か
、

救
世
大
士
で
あ
り
、
船
人
は
菩
薩
と
旧
い
因
縁
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
本
書
の
性
格
に
つ
い
て
、
静
永
氏
が
「
法
事
に

招
か
れ
た
際
、
そ
の
法
話
（
談
義
）
の
中
で
こ
れ
ら
『
夷
堅
志
』
所
載
の
物
語
を
語
り
聞
か
せ
よ
う
と
、
そ
の
訳
稿
を
書
き
た
め
て
い
た

の
で
は
な
か
っ
た
か
」((3

(

と
指
摘
し
て
い
る
。
異
僧
符
説
話
の
評
語
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
性
格
が
読
み
取
れ
る
。

　

サ
レ
バ
今
ノ
異
僧
ノ
書
シ
テ
与
ヘ
シ
モ
、
此
凡
慮
ノ
測
ル
所
ニ
非
ル
文
字
也
。
此
ヲ
軽
ズ
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
神
仙
ノ
家
ニ
伝
フ
ル

符
。
此
ノ
如
ク
桃
ノ
板
ニ
書
シ
テ
、
門
戸
ノ
上
ニ
著
ケ
、
或
ハ
四
方
四
隅
、
或
往
ト
コ
ロ
ノ
道
ノ
側
ニ
置
ケ
バ
、
鬼
魅
ノ
類
ヲ
辟
ケ
、

災
ヲ
消
ス
。
サ
レ
バ
戸
内
ノ
梁
柱
ニ
モ
、
此
ヲ
施
ス
ベ
キ
也
。
若
山
林
ニ
入
ル
時
、
此
ヲ
用
レ
バ
、
衆
物
ノ
害
ヲ
受
ズ
ト
記
セ
リ
。

近
年
京
夷
中
ノ
間
ニ
テ
、
人
ノ
戸
上
ヲ
見
レ
バ
、

乙
ノ
三
字
ヲ
粘
シ
置
リ
。
サ
レ
ド
モ
其
由
ヲ
知
ズ
。
又
文
字
ノ
点
画
ア
ヤ
マ

レ
リ
。
此
ヲ
見
ン
人
、
其
点
画
ヲ
正
シ
テ
、
門
戸
ニ
置
ベ
シ
。
況
ヤ
今
異
僧
ノ
示
ス
所
ナ
レ
バ
、
恐
ク
ハ
是
地
蔵
菩
薩
カ
、
救
世
ノ

大
士
ナ
ル
ベ
シ
。
其
身
ニ
ハ
假
令
覚
ヱ
無
ク
ト
モ
、
彼
渡
守
、
嘗
テ
菩
薩
大
悲
ノ
尊
像
ヲ
見
テ
挙
手
低
頭
セ
ル
カ
、
或
ハ
一
タ
ビ
其

法
号
ヲ
唱
侍
ル
カ
。
如
何
サ
マ
一
念
ノ
善
心
ヲ
感
発
セ
ル
旧
因
縁
ア
ル
ベ
シ
。
敢
テ
此
ヲ
毁
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
也
。

　

『
夷
堅
志
和
解
』
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
怪
談
小
説
『
古
今
百
物
語
評
判
』
に
も
こ
の
異
僧
符
説
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
古
今
百
物

語
評
判
』
は
作
者
山
岡
元
隣
（
一
六
三
一
～
一
六
七
二
年
）
の
死
後
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
子
息
の
元
恕
が
元
隣
の
残
し
た
草
稿

を
補
訂
し
て
出
版
し
た
仮
名
草
子
で
あ
る
。
元
恕
が
ど
の
部
分
に
手
を
入
れ
た
か
に
つ
い
て
は
ま
だ
不
明
な
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
播
本
眞
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一
氏
は
太
刀
川
清
氏
の
説
を
踏
ま
え
て
、
異
僧
符
説
話
を
引
用
し
た
『
古
今
百
物
語
評
判
』
巻
之
五
・
第
一
「
痘
の
神
疫
病
の
神
付

乙
の
字
の
事
」
は
元
恕
に
よ
る
補
訂
で
あ
る
可
能
性
を
論
じ
た
。

((3

(

播
本
氏
は
さ
ら
に
『
夷
堅
志
和
解
』
が
『
古
今
百
物
語
評
判
』
か
ら

影
響
を
受
け
た
可
能
性
を
提
起
し
た
が
、
氏
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
両
書
の
成
立
に
影
響
関
係
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
異
僧
符
」
の

お
札
を
貼
る
風
習
は
『
百
物
語
評
判
』
と
『
和
解
』
が
刊
行
さ
れ
た
貞
享
・
元
禄
期
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

『
古
今
百
物
語
評
判
』
巻
之
五
・
第
一
の
話
は
「
痘
の
神
、
疫
病
の
神
と
申
も
の
こ
そ
、
ま
ざ
〳
〵
あ
る
物
に
候
哉
。
又
、
た
ゞ
病
気

の
う
へ
の
み
な
る
を
、
か
く
申
な
ら
は
せ
る
や
」((3

(

と
い
う
問
い
か
ら
始
ま
り
、
痘
瘡
の
由
来
や
、
疫
病
鬼
神
の
存
在
に
つ
い
て
述
べ
、「
其

悪
鬼
を
さ
く
る
や
う
に
ま
じ
な
ひ
て
、
名
香
を
た
き
、
雄
黃
を
か
ぎ
、
又
は
神
符
な
ど
書
付
た
る
」
と
、
病
を
も
た
ら
す
悪
鬼
を
追
い
払

う
方
法
を
記
し
た
。
そ
の
次
の
部
分
に
『
夷
堅
志
』
の
異
僧
符
説
話
を
引
用
し
た
。

　

近
比
、
家
々
に

乙
と
い
ふ
字
を
は
り
し
は
『
群
談
採
余
』
僧
の
部
に
出
た
る
故
事
な
り
。
元
の
末
つ
か
た
、
天
下
に
疫
気
は

や
り
し
時
、
浙
江
と
い
ふ
渡
し
の
あ
な
た
な
る
在
所
は
、
い
ま
だ
其
類
な
し
。
あ
る
時
、
老
僧
一
人
來
り
、
其
わ
た
し
の
船
頭
を
よ

び
て
云
け
る
は
、
た
ゞ
今
、
此
所
を
、
黃
な
る
裝
束
し
た
る
者
五
人
き
た
り
て
、
渡
ら
ん
と
い
は
ゞ
、
必
ず
わ
た
す
べ
か
ら
ず
。
此

五
人
は
た
ゞ
今
、
天
下
に
は
や
る
疫
鬼
な
り
。
も
し
强
て
渡
ら
ん
と
云
は
ゞ
、
此
文
字
を
見
せ
よ
と
て
、
老
僧
は
行
き
が
た
し
れ
ず

な
り
に
け
り
。
船
頭
、
あ
や
し
き
事
に
思
ひ
け
る
に
、
あ
ん
の
ご
と
く
、
五
人
の
者
來
た
り
て
、
舟
に
乘
せ
よ
と
い
ふ
。
船
頭
、
う

け
が
は
ざ
り
け
れ
ば
、
五
人
の
者
、
大
き
に
い
か
つ
て
、
船
頭
を
打
擲
せ
ん
と
す
。
す
は
や
と
思
ひ
て
、
彼
文
字
の
か
き
た
る
を
み

せ
け
れ
ば
、
五
人
の
者
見
る
と
、
ひ
と
し
く
跡
を
も
見
ず
し
て
逃
げ
た
り
。
船
頭
、
さ
て
は
、
疫
神
に
ま
ぎ
れ
な
し
と
お
も
ひ
、
急

に
追
か
け
れ
ば
、
五
人
の
者
の
背
に
ち
い
さ
き
籠
を
お
ひ
た
る
が
捨
て
逃
た
り
。
船
頭
、
今
は
間
も
へ
だ
ゝ
れ
ば
、
是
非
な
く
其
か

ご
を
と
り
、
帰
り
て
ひ
ら
き
見
れ
ば
、
ち
い
さ
き
棺
桶
三
百
づ
ゝ
を
入
れ
た
り
。
驚
き
、
在
所
に
帰
り
て
、
始
め
お
は
り
を
語
り
て
、
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彼
文
字
を
家
々
に
お
し
け
る
と
な
ん
。
此
文
字
な
か
り
せ
ば
、
そ
の
棺
の
か
ず
ほ
ど
、
人
を
殺
さ
む
為
な
る
べ
し
と
い
ふ
事
、
み
え

た
り
。
今
の
「

乙
」
は
そ
れ
を
用
ひ
た
る
な
り
と
語
ら
れ
き
。

　

『
百
物
語
評
判
』
は
『
夷
堅
志
』
で
は
な
く
、
明
代
倪
綰
に
よ
る
類
書
『
群
談
採
余
』
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、『
群
談
採
余
』
は
『
夷

堅
志
』
の
異
僧
符
説
話
を
忠
実
に
引
用
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
原
文
引
用
中
に
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
『
百
物
語
評
判
』
は
時
代
を

宋
の
乾
道
元
年
（
一
一
六
五
）
か
ら
元
末
に
換
え
、
場
所
を
「
生
米
渡
」（
江
西
省
南
昌
市
）
か
ら
「
浙
江
と
い
ふ
渡
し
」
に
置
き
換
え
た
。

『
夷
堅
志
』
を
忠
実
に
和
訳
す
る
『
夷
堅
志
和
解
』
と
異
な
る
執
筆
姿
勢
が
窺
え
る
。
『
群
談
採
余
』
に
つ
い
て
、
都
賀
庭
鐘
『
過
目
抄
』

第
六
冊
「
説
異
抄
」
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、

((3

(

江
戸
時
代
中
期
の
儒
学
者
で
あ
る
中
井
積
善
の
自
筆
本
『
雑
鈔
』
に
も
抄
録
さ
れ
て
い
る((3

(

な
ど
、
当
時
に
は
一
定
の
流
布
が
見
ら
れ
る
。

　

特
に
、
林
羅
山
が
『
群
談
採
余
』
を
旧
蔵
し
て
お
り
、
林
鵞
峰
が
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
六
月
、
門
人
の
津
村
宗
哲
に
与
え
た
漢
文

「
畀
二

津
哲
一

」
に
「
頃
間
街
巷
説
、

乙
三
字
圧
二

疫
疾
一

也
。
（
中
略
）
津
哲
曰
、
曾
在
二

芸
陽
一

、
見
二

『
群
談
採
余
』
一

。
有
二

此
三

字
一

云
」
と
あ
り
、
こ
の
異
僧
符
が
近
頃
、
市
中
の
噂
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
こ
の
三
字
は
『
群
談
採
余
』
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
言
及
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
鵞
峰
の
日
記
『
国
史
館
日
録
』
巻
五
・
延
宝
二
年
六
月
十
九
日
の
条
に
も
「

乙
三
字
、
城
下
門
押
レ

之
。

考
二

『
群
談
採
余
』
一

得
レ

之
」
と
あ
り
、

((3

(

異
僧
符
説
話
は
『
群
談
採
余
』
を
通
し
て
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
『
夷
堅
志
』
の
異
僧
符
説
話
は
、
『
夷
堅
志
』
の
和
訳
本
に
取
り
入
れ
ら
れ
流
布
し
て
い
た
と

同
時
に
、
明
代
の
類
書
『
群
談
採
余
』
の
受
容
を
通
し
て
か
な
り
広
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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三
ー
二
、
医
学
資
料
に
お
け
る
異
僧
符

　

異
僧
符
説
話
の
広
が
り
は
文
学
作
品
に
止
ま
ら
ず
、江
戸
時
代
の
医
学
に
関
連
す
る
資
料
に
も
そ
の
存
在
が
様
々
な
形
で
確
認
で
き
る
。

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
刊
の
『
麻
疹
養
生
伝
』
に
こ
の
「
異
僧
符
」
は
麻
疹
を
軽
く
す
る
ま
じ
な
い
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
書

は
麻
疹
の
由
来
、
症
状
、
養
生
法
、
禁
忌
、
麻
疹
を
避
け
る
た
め
の
ま
じ
な
い
、
麻
疹
流
行
の
時
期
、
薬
、
麻
疹
の
前
兆
と
、
麻
疹
流
行

時
の
見
聞
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
「
麻
疹
ま
じ
な
ひ
の
事
」
と
し
て
異
僧
符
説
話
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
「
先
年
、
長
崎
の
人
よ
り
書

付
を
し
た
る
奇
妙
の
一
符
あ
り
」((3

(

と
、
長
崎
の
人
か
ら
こ
の
奇
妙
な
符
の
こ
と
を
聞
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
注
意
さ
れ
る
の
は
、
『
夷

堅
志
』
と
『
群
談
採
余
』
は
い
ず
れ
も
「
是
歳
、
江
浙
多
レ

疫
」
と
、
病
名
に
つ
い
て
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
『
古
今
百
物
語
評
判
』

は
こ
の
説
話
を
痘
瘡
と
関
連
付
け
て
記
し
、
『
麻
疹
養
生
伝
』
は
「
此
三
字
を
か
き
て
家
の
う
ち
に
は
り
お
け
ば
、
き
は
め
て
は
し
か
か

ろ
し
と
い
へ
り
」
と
、
麻
疹
を
軽
く
す
る
ま
じ
な
い
と
し
て
記
録
し
て
い
る
。

　

同
じ
時
期
に
、
文
政
七
年
刊
『
文
政
新
刻
俗
家
重
宝
集
』
に
「
疫
病
除
奇
法
」
と
し
て
「

乙
右
の
三
字
元
日
八
朔
の
両
日
に
井
花

水
を
も
っ
て
紙
に
書
き
門
戸
へ
張
て
よ
し
」((3

(

と
、
こ
の
護
符
に
つ
い
て
ま
た
異
な
る
使
い
方
を
記
録
し
て
い
る
。
「
井
花
水
」
と
は
、
「
朝

二
時
～
四
字
頃
に
汲
み
取
る
井
戸
水
」

((4

(

で
あ
る
。
『
重
宝
集
』
の
よ
う
な
民
衆
の
日
常
生
活
の
実
用
書
に
こ
の
護
符
が
記
録
さ
れ
た
こ
と
は
、

そ
の
流
布
の
広
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
麻
疹
が
大
流
行
し
た
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
四
月
と
六
月
に
、
『
麻
疹
養
生
伝
』
を
踏
ま
え
た
二
枚
の
麻
疹
絵
が
刊
行
さ

れ
た
。((4

(

い
ず
れ
の
絵
に
も
こ
の
「
異
僧
符
」
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
図
一
は
歌
川
芳
虎
に
よ
る
「
痲
疹
養
生
伝
」
で
あ
る
。
「

乙
」

の
三
文
字
を
掲
げ
て
、
「
何
事
も
軽
す
る
御
札
御
候
心
也
」
と
説
明
し
て
い
る
。
絵
に
は
人
々
に
お
札
を
配
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
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　図一　東京都立中央図書館特別文庫室所蔵麻疹絵

　　　　「痳疹養生伝」　

図
二
は
歌
川
貞
秀
に
よ
る
麻
疹
絵
で
、
本
を
読
み
な
が
ら
療
養
し
て
い
る
女
性
を
描
い
て
い
る
。
家
の
柱
に
「

乙
」
の
お
札
が
貼
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
説
明
に
「
此
三
字
を
書
て
家
の
う
ち
に
貼
り
お
け
ば
、
き
は
め
て
は
し
か
か
ろ
し
故
に
こ
の
画
中
に
し
る
す
。
西
国
に

て
は
昔
よ
り
、
こ
の
符
に
よ
り
て
こ
れ
を
ま
ぬ
か
れ
、
又
は
か
ろ
く
す
る
事
と
云
々
」
と
、
『
麻
疹
養
生
伝
』
の
内
容
を
引
用
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
、
麻
疹
の
歴
史
や
、
食
べ
て
よ
い
食
べ
物
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
麻
疹
絵
は
『
麻
疹
養
生
伝
』
な
ど
当
時

の
医
学
関
連
知
識
を
伝
え
る
資
料
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
の
三
文
字
の
「
異
僧
符
」
の
流
布
は
、
さ
ら
に
当
時
の
疫
病
関
連
の
資
料
に
様
々
な
形
で
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
貞
享
三
年
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　図二　東京都立中央図書館特別文庫室所蔵麻疹絵

　　　　「痳疹養生伝」

（
一
六
八
六
）
序
刊
の
蘆
川
桂
洲
『
病
名
彙
解
』
巻
七
「
疫
癘
」
の
条
は
『
群
談
採
余
』
を
引
用
し
た
後
に
「
近
世
疫
疾
流
行
ノ
年
、
此

文
字
ヲ
戸
コ
ト
ニ
粘
ス
故
ニ
今
合
セ
記
ス
モ
ノ
也
」((4

(

と
、
疫
病
が
流
行
っ
た
際
に
、
こ
の
護
符
を
家
に
門
戸
に
貼
る
風
習
を
記
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
千
葉
県
文
書
館
所
蔵
の
宮
城
家
文
書
に
年
代
不
明
の
文
書
「
井
伊
掃
部
頭
様
よ
り
諸
国
へ
触
書
写
」
が
あ
り
、
「

此
二

字
門
戸
ニ

張
（
る
）
べ
し
」
と
書
か
れ
て
い
る
事
例
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
幕
府
か
ら
の
流
行
病
対
策
関
係
の
記
事
に
、
こ
の
護
符
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
。((4

(

こ
の
資
料
を
紹
介
し
た
豊
川
公
裕
氏
と
榎
美
香
氏
は
、
「
幕
末
に
至
っ
て
も
迷
信
め
い
た
護
符
の
効
果
を
期
待
し
て
幕

府
が
そ
の
掲
示
推
奨
を
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
」
と
し
、
利
根
川
沿
い
で
廻
船
問
屋
業
を
営
む
「
宮
城
家
に
コ
レ
ラ
の
予
防
・
退
散

に
関
す
る
情
報
が
集
ま
る
中
で
「
触
書
写
」
も
書
き
留
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
」
、
「
触
書
写
」
に
前
近
代
的
な
呪
い
と
い
う
精
神
的
対
策
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と
、
薬
の
服
用
と
い
う
物
理
的
対
策
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
「
当
時
の
疫
病
認
識
を
考
え
る
上
で
、
大
変
興
味
深
い
史
料
の
一
つ
」

で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
豊
川
氏
と
榎
氏
の
紹
介
に
よ
る
と
、
千
葉
県
立
関
宿
城
博
物
館
寄
託
会
田
家
文
書
に
「
懐
中
諸
用

之
覚
書
」
と
い
う
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
作
成
さ
れ
た
文
書
に
、
「

乙　

右
者
疫
病
流
行
之
節
、
右
之
字
ヲ
書
、
表
口
裏
口
江

張
付
置
候
得
者
、
右
病
不
成
入
ル
事
」
と
、
疫
病
流
行
の
際
に
こ
の
三
文
字
を
書
い
て
家
の
門
戸
に
貼
り
付
け
て
お
け
ば
、
病
が
家
に
入

る
こ
と
は
な
い
と
い
う
疫
病
退
治
の
覚
え
書
き
に
「
異
僧
符
」
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
会
田
家
は
戦
国
時
代
か
ら
関
宿
の

水
運
に
貢
献
し
た
家
で
あ
る
。
宮
城
家
と
会
田
家
は
い
ず
れ
も
舟
運
と
関
わ
り
を
持
つ
家
で
、
こ
の
よ
う
な
家
に
舟
人
が
疫
鬼
を
退
治
し

た
中
国
の
護
符
と
関
連
す
る
資
料
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
史
実
は
大
変
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

　

大
島
建
彦
氏
は
「

乙
と
い
う
呪
符
」
一
文
に
て
こ
の
「
異
僧
符
」
を
伝
え
る
資
料
二
種
を
紹
介
し
て
い
る
。

((4

(

群
馬
県
高
崎
市
周
辺

の
家
に
、
「
疫
神
除
符
」
と
い
う
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
十
月
上
旬
に
新
田
岩
松
満
次
郎
あ
て
に
記
さ
れ
た
一
枚
の
護
符
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
「

乙
」
の
三
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
も
う
一
種
は
、
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
に
大
坂
で
発
行
さ
れ
た
一
枚
刷
り
の
刷
り

物
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
「
此

乙
の
三
字
を
紙
に
書
て
門
戸
に
張
ば
、
疫
鬼
悪
病
を
除
る
と
云
」
か
ら
始
ま
り
、
『
群
談
採
余
』
の

説
話
を
引
用
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
資
料
に
は
、
安
政
五
～
六
年
（
一
八
五
八
～
一
八
五
九
）
の
二
年
間
、
悪
病
が
流
行
し
、
こ
の
符
を
家

の
門
戸
に
貼
っ
て
禍
を
逃
れ
た
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
符
の
由
来
を
知
る
人
が
少
な
い
の
で
こ
こ
で
そ
の
大
略
を
述
べ
、
よ
り
多
く

の
人
が
こ
の
符
を
用
い
て
災
害
を
避
け
る
こ
と
を
願
う
由
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
枚
刷
り
は
大
阪
市
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
「
保
古

帖
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
こ
の
「
異
僧
符
」
を
伝
え
る
二
種
の
石
像
資
料
を
紹
介
し
た
い
。
『
日
本
石
仏
図
典
』
に
収
録
さ
れ
た
埼
玉
県
秩
父
郡
皆
野

下
日
野
沢
に
あ
る
石
塔
に
「

乙
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
「
右
の
意
に
従
え
ば
「

乙
」
（
き
の
と
）
と
自
然
石
に
刻
ん
で
路

傍
に
建
て
て
い
る
の
は
、
博
学
の
僧
が
、
こ
れ
の
呪
力
に
よ
っ
て
村
を
悪
霊
の
侵
入
か
ら
塞
ぎ
、
平
和
に
治
る
こ
と
を
祈
念
し
た
も
の
で
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あ
ろ
う
」
と
い
う
大
護
八
郎
氏
の
説
明
が
記
さ
れ
て
い
る
。

((4

(

　

そ
の
ほ
か
、
山
口
市
仁
保
上
郷
金
坪
に
、
「

乙
」
の
三
字
が
刻
ま
れ
た
地
蔵
尊
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。((4

(

こ
の
地
蔵
は
安
政

二
年
（
一
八
五
五
）
に
当
時
流
行
し
た
疫
病
か
ら
村
を
守
る
た
め
住
民
ら
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
う
今
で
も
、
お
参
り
す
る
人
が
後
を
絶
た
な
い
と
い
う
。

四
、
ま
と
め

　

本
稿
は
『
夷
堅
志
』
に
見
ら
れ
る
疫
病
鬼
神
の
イ
メ
ー
ジ
と
事
例
を
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
考
察
し
た
。
『
夷
堅
志
』
に
は
数

多
く
の
疫
病
鬼
神
が
登
場
し
て
い
る
が
、
そ
の
表
象
は
か
な
り
複
雑
で
多
様
で
あ
る
。
勧
善
懲
悪
の
官
吏
や
、
経
史
文
章
に
通
じ
て
い
る

士
人
の
正
の
イ
メ
ー
ジ
の
善
神
も
い
れ
ば
、
職
務
を
乱
用
・
怠
慢
し
、
人
間
に
災
い
を
も
た
ら
す
負
の
悪
神
の
存
在
も
確
認
で
き
る
。
そ

の
多
様
性
は
『
夷
堅
志
』
は
異
な
る
地
域
の
伝
承
を
集
め
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
文
化
・
歴
史
的
背
景
が
相
違
す
る
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
疫
病
鬼
神
の
伝
承
の
成
立
背
後
に
潜
む
要
因
を
理
解
す
る
に
は
、
今
後
は
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。
『
夷
堅
志
』

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
疫
病
鬼
神
を
、
人
間
の
形
象
で
登
場
す
る
も
の
と
、
動
物
の
形
象
で
現
れ
る
も
の
に
分
け
て
考
察
す
る
と
、
人
間
の

形
で
登
場
す
る
疫
病
鬼
神
は
正
と
負
の
イ
メ
ー
ジ
の
両
面
性
が
見
ら
れ
る
が
、
動
物
の
形
象
で
現
れ
る
疫
病
鬼
神
は
、
人
間
に
災
い
を
も

た
ら
す
負
の
疫
鬼
が
多
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
さ
ら
に
、
『
夷
堅
志
』
に
お
け
る
疫
病
鬼
神
の
説
話
の
中
、
土
地
神
と
そ
の
土
地
に
行

疫
す
る
疫
病
鬼
神
と
の
攻
防
戦
を
記
す
一
群
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
説
話
は
疫
病
流
行
時
に
、
あ
る
地
域
だ
け
が
難
を
逃
れ
る
現
象
に
対

す
る
解
釈
と
し
て
、
土
地
神
の
信
仰
と
繋
げ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
た
。

　

最
後
に
、
疫
病
鬼
神
と
の
攻
防
説
話
の
ひ
と
つ
、
『
夷
堅
乙
志
』
巻
五
の
異
僧
符
説
話
を
取
り
上
げ
た
。
こ
の
説
話
が
日
本
に
伝
わ
り
、
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江
戶
時
代
の
文
学
、
医
学
関
連
資
料
お
よ
び
民
間
信
仰
な
ど
に
様
々
な
形
で
受
容
さ
れ
た
事
例
を
分
析
し
、
『
夷
堅
志
』
の
和
訳
お
よ
び

明
代
の
類
書
『
群
談
採
余
』
の
受
容
を
通
し
て
広
ま
っ
た
と
い
う
、
日
本
に
お
け
る
『
夷
堅
志
』
説
話
の
多
様
な
受
容
の
様
相
を
確
認
し

た
。

　

洪
邁
が
友
人
の
余
端
礼
か
ら
乾
道
元
年
に
起
き
た
「
異
僧
符
」
を
め
ぐ
る
話
を
聞
い
た
の
は
偶
然
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
以
来
五
百
余

年
の
歳
月
が
経
ち
、
江
戸
時
代
の
日
本
に
、
『
夷
堅
志
』
と
『
群
談
採
余
』
を
踏
ま
え
て
こ
の
「
異
僧
符
」
が
文
学
作
品
の
み
で
な
く
、

医
学
や
民
俗
学
の
関
連
資
料
に
お
い
て
様
々
な
形
で
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
疫
病
流
行
時
に
人
々
の
心
の
救
い
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対

し
て
、
中
国
で
は
こ
の
護
符
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
か
は
す
で
に
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
奇
妙
な
護
符
は
ま
さ
に
中
国

と
日
本
に
お
け
る
信
仰
の
交
流
が
地
下
水
脈
の
よ
う
に
絶
え
間
な
く
続
い
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

〔
注
〕

（
１
）�

洪
邁
の
生
涯
に
つ
い
て
は
凌
郁
之
『
洪
邁
年
譜
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
し
た
。
な
お
、
洪
邁
の
没
年
に
つ

い
て
、
陳
翀
「
洪
邁
の
死
と
『
夷
堅
志
』
の
偽
書
疑
惑
―
『
宋
史
』
洪
邁
伝
に
記
さ
れ
た
卒
年
を
め
ぐ
っ
て
」
（
ア
ジ
ア
遊
学

一
八
一
『
南
宋
の
隠
れ
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
夷
堅
志
』
の
世
界
』
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
は
疑
問
を
呈
し
た
。

（
２
）�

三
田
明
弘
「
『
夷
堅
志
』
「
靖
康
の
変
」
関
連
説
話
考
」
（
『
日
本
女
子
大
学
大
学
院
人
間
社
会
研
究
科
紀
要
』
一
七
号
、
二
〇
一
一

年
三
月
）
、
潘
超
「
『
夷
堅
志
』
の
編
纂
と
記
事
提
供
者
―
『
夷
堅
支
志
』
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
中
国
文
学
論
集
』
四
五
号
、

二
〇
一
六
年
）
な
ど
参
照
。

（
３
）�

張
祝
平
「
『
分
類
夷
堅
志
』
研
究
」
（
『
華
東
師
範
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）
』
、
一
九
九
七
年
三
月
）
。
同
「
『
夷
堅
志
』
的
版

本
研
究
」
（
『
古
籍
整
理
研
究
学
刊
』
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
。
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（
４
）
陳
振
孫
『
直
斎
書
録
解
題
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
。

（
５
）
何
異
「
容
斎
随
筆
総
序
」
（
『
容
斎
随
筆
』
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
）
。

（
６
）�T

J
 
H
i
n
r
i
c
h
s

「
亦
儒
亦
医
的
張
杲
」
（
『
中
国
社
会
歴
史
評
論
』
一
四
巻
、
二
〇
一
三
年
）
。
同
「
洪
邁
の
『
夷
堅
志
』
に
見
え
る

医
療
知
識
」
（
ア
ジ
ア
遊
学
一
八
一
『
南
宋
の
隠
れ
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
夷
堅
志
』
の
世
界
』
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
。

（
７
）�

李
豊
楙
「
『
道
蔵
』
所
収
早
期
道
書
的
瘟
疫
観
―
以
『
女
青
鬼
律
』
及
『
洞
淵
神
咒
経
』
系
為
主
―
」
（
『
中
国
文
哲
研
究
集
刊
』
、

一
九
九
三
年
第
三
期
）
。

（
８
）
干
宝
『
搜
神
記
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）
。

（
９
）�

大
形
徹
「
疫
鬼
に
つ
い
て
―
顓
頊
氏
の
三
子
を
中
心
に
し
て
―
」
（
『
人
文
学
論
集
』
一
六
号
、
一
九
九
八
年
一
月
）
。
「
顓
頊
三
子
」

説
話
に
つ
い
て
、
山
口
建
治
「
瘟
神
の
形
成
と
日
本
に
お
け
る
そ
の
波
紋
―
オ
ニ(

鬼)

の
発
生
と
怨
霊
・
御
霊
―
」
（
『
年
報
非

文
字
資
料
研
究
』
九
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
、
北
條
勝
貴
「
野
生
の
論
理
／
治
病
の
論
理
―
〈
瘧
〉
治
療
の
一
呪
符
か
ら
―
」
（
『
日

本
文
学
』
六
二
巻
五
号
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
の
論
考
に
も
言
及
が
見
ら
れ
る
。

（
10
）�

注
（
７
）
李
豊
楙
氏
論
文
、
大
塚
秀
高
「
瘟
神
の
物
語
─
宋
江
の
字
は
な
ぜ
公
明
な
の
か
─
」
（
『
宋
代
の
規
範
と
習
俗
』
、
汲
古
書

院
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
に
趙
公
明
説
話
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
11
）
『
搜
神
記
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）
巻
五
「
趙
公
明
府
参
佐
」
に
「
祐
知
二

其
鬼
神
一

」
と
あ
る
。

（
12
）
注
（
７
）
李
豊
楙
氏
論
文
を
参
照
。

（
13
）
『
夷
堅
志
』
の
原
文
は
中
華
書
局
一
九
八
一
年
版
に
よ
る
。
あ
ら
す
じ
の
ま
と
め
と
翻
訳
は
筆
者
に
よ
り
、
齋
藤
茂
・
田
渕
欣
也
・

福
田
知
可
志
・
安
田
真
穂
・
山
口
博
子
訳
『
『
夷
堅
志
』
訳
注　

乙
志
下
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
）
を
参
考
し
た
部
分
が
あ
る
。
以

下
同
。
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（
14
）
増
子
和
男
「
「
死
神
」
の
来
源
」
（
『
日
中
怪
異
譚
研
究
』
、
汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）
。

（
15
）�

伊
宝
・
史
宏
蕾
「
「
五
瘟
」
文
化
之
民
俗
語
意
与
山
西
水
陸
寺
観
壁
画
「
五
瘟
神
」
図
像
考
辨
」（
『
山
西
高
等
学
校
社
会
科
学
学
報
』
、

二
〇
一
一
年
第
一
一
期
）
。

（
16
）�
堤
邦
彦
「
怪
異
小
説
の
伝
承
性
と
地
域
性
―
中
世
か
ら
近
世
へ
」
（
『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
五
〇
巻
六
号
、
二
〇
〇
五
年

六
月
）
。

（
17
）�

王
立
「
『
聊
斎
志
異
』
災
荒
瘟
疫
描
写
的
印
度
淵
源
及
文
化
意
義
」
（
『
山
西
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）
』
、
二
〇
〇
七
年
第
三

期
）
。

（
18
）
注
（
14
）
に
同
じ
。

（
19
）�『
太
平
広
記
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
）
巻
四
六
二
・
禽
鳥
三
「
広
陵
有
三

少
年
畜
二

一
鸜
鵒
一

、
甚
愛
レ

之
。
籠
檻
八
十
日
死
、

以
二

小
棺
一

貯
レ

之
、
将
瘞
二

於
野
一

」
と
あ
る
。

（
20
）�『
晋
書
』
列
伝
第
二
十
五
に
「
湛
族
為
二

盛
門
一

、
性
頗
豪
侈
、
侯
服
玉
食
、
窮
滋
極
珍
。
及
レ

将
レ

沒
、
遺
レ

命
小
棺
薄
殮
、
不
レ

修
二

封
樹
一

」
と
、
夏
侯
湛
が
死
後
、
小
棺
で
薄
葬
さ
れ
た
事
例
が
見
ら
れ
る
。

（
21
）�『
聊
斎
志
異
』
の
原
文
は
『
聊
斎
志
異
会
校
会
注
会
評
本
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
に
よ
る
。
あ
ら
す
じ
の
ま
と
め

と
翻
訳
は
筆
者
に
よ
る
。

（
22
）
注
（
７
）
に
同
じ
。

（
23
）
劉
曉
明
『
中
国
符
咒
文
化
大
観
』
（
百
花
洲
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
。

（
24
）�『
日
本
石
仏
図
典
』
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
年
）
に
「
土
地
の
博
学
の
住
僧
で
あ
る
大
久
保
見
瑞
氏
は
こ
れ
を
「
き
の
と
」
と

読
ま
れ
た
。
す
な
わ
ち
十
干
の
乙
（
き
の
と
）
で
あ
る
。
『
漢
字
類
編
』
に
よ
れ
ば
「
乙
は
骨
器
の
形
。
乙
は
乙
形
の
骨
ベ
ラ
で
、
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糸
の
乱
れ
を
解
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
中
略
）
」
と
い
う
。
右
の
意
に
従
え
ば
「

乙
」
（
き
の
と
）
と
自
然
石
に
刻
ん
で
路
傍
に

建
て
て
い
る
の
は
、
博
学
の
僧
が
、
こ
れ
の
呪
力
に
よ
っ
て
村
を
悪
霊
の
侵
入
か
ら
塞
ぎ
、
平
和
に
治
る
こ
と
を
祈
念
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
〔
大
護
八
郎
〕
」
と
あ
る
。

（
25
）�

呪
符
は
一
般
的
に
符
頭
、
符
脚
、
符
竅
の
三
部
分
か
ら
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
呪
符
の
構
成
に
つ
い
て
、
李
遠
国
「
論
道
符
的
結

構
与
筆
法
」
（
『
宗
教
学
研
究
』
、
一
九
九
八
年
第
二
期
）
を
参
照
。

（
26
）
静
嘉
堂
文
庫
蔵
宋
刊
元
修
本
『
夷
堅
志
』
の
該
当
部
分
は
二
文
字
目
が
磨
滅
し
て
お
り
、
「

□

」
と
作
る
。

（
27
）�

周
以
量
「
『
夷
堅
志
』
在
古
代
日
本
的
伝
播
与
接
受
」
（
『
明
清
小
説
研
究
』
、
二
〇
〇
六
年
第
二
期
）
に
、
瑞
溪
周
鳳(

一
三
九
一

～
一
四
七
三
年)

の
日
記
の
抄
録
本
『
卧
雲
日
件
録
拔
尤
』
宝
徳
三
年
（
一
四
五
二
）
四
月
二
十
四
日
條
な
ど
に
『
夷
堅
志
』
へ

の
言
及
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
28
）�

静
永
健
「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と
和
訳
本
『
夷
堅
志
』
の
こ
と
」（
ア
ジ
ア
遊
学
一
八
一
『
南
宋
の
隠
れ
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
夷

堅
志
』
の
世
界
』
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
。

（
29
）
播
本
眞
一
「
『
夷
堅
志
』
と
近
世
怪
異
小
説
」
（
『
国
文
学
研
究
』
九
六
号
、
一
九
八
八
年
一
〇
月
）

（
30
）�

注
（
28
）
静
永
氏
の
論
文
は
、
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
尾
張
藩
初
代
藩
主
徳
川
義
直
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
万
暦
年
間
出
版
の
『
新

訂
増
補
夷
堅
志
』
が
あ
り
、
『
和
解
』
の
著
者
が
手
に
入
れ
た
『
夷
堅
志
』
も
、
こ
れ
と
同
時
期
に
舶
来
し
た
同
系
統
の
版
本
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
し
た
。

（
31
）�『
夷
堅
志
和
解
』
の
引
用
は
富
山
大
学
図
書
館
ヘ
ル
ン
文
庫
所
蔵
本
（
配
架
番
号　

二
一
三
八-

二
一
四
五
）
に
よ
る
。
句
点
と
字

体
は
私
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
以
下
同
。

（
32
）
注
（
28
）
に
同
じ
。
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（
33
）
注
（
29
）
に
同
じ
。

（
34
）�『
古
今
百
物
語
評
判
』
の
引
用
は
早
稲
田
大
学
所
蔵
本
（
請
求
記
号 

ヘ
一
三 

〇
三
一
一
六
）
に
よ
る
。
句
点
と
字
体
は
私
に
改
め

た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
以
下
同
。

（
35
）
稲
田
篤
信
「
都
賀
庭
鐘
『
過
目
抄
』
考
」
（
『
日
本
漢
文
学
研
究
』
一
〇
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
。

（
36
）�

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
本
（
請
求
記
号 

一
二
一
・
四
四/ ZA

S

）が
国
文
学
研
究
資
料
館
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
37
）
山
本
嘉
孝
「
江
戸
時
代
の
漢
詩
文
と
感
染
症
」
（
『
日
本
古
典
と
感
染
症
』
、K

A
D

O
K

AW
A

、
二
〇
二
一
年
）
。

（
38
）
『
麻
疹
養
生
伝
』
の
引
用
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文
庫
所
蔵
本
（
請
求
記
号 

マ/

三
八
）
に
よ
る
。

（
39
）
長
友
千
代
治
編
『
重
宝
記
資
料
集
成
』
第
十
六
巻
「
俗
信
・
年
暦
１
」
（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
。

（
40
）
長
友
千
代
治
『
江
戸
庶
民
の
ま
じ
な
い
集
覧
―
創
意
工
夫
に
よ
る
生
き
方
の
智
恵
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）
。

（
41
）�

麻
疹
絵
に
つ
い
て
、
南
和
男
「
文
久
の
「
は
し
か
絵
」
と
世
相
」
（
『
日
本
歴
史
』
五
一
二
号
、
一
九
九
一
年
）
、
藤
井
裕
之
「
疱
瘡
・

麻
疹
に
み
る
病
観
―
疱
瘡
絵
と
は
し
か
絵
の
比
較
」
（
『
近
畿
民
俗
』
一
四
二
・
一
四
三
号
、
一
九
九
五
年
）
、
加
藤
光
男
「
文
久
二

（
一
八
六
二
）
年
の
麻
疹
流
行
に
伴
う
麻
疹
絵
の
出
版
と
そ
の
位
置
づ
け
」
（
『
埼
玉
県
立
文
書
館
紀
要
』
一
五
号
、
二
〇
〇
二
年
三

月
）
、
荻
野
夏
木
「
伝
承
と
絵
画
に
見
る
疫
病
神
―
近
世
以
降
に
お
け
る
疱
瘡
と
麻
疹
の
表
象
―
」
（
『
説
話
・
伝
承
学
』
一
九
号
、

二
〇
一
一
年
三
月
）
な
ど
を
参
照
。

（
42
）
『
病
名
彙
解
』
の
引
用
は
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
（
請
求
記
号　

四
九-

四
四-

一
〜
七
）
に
よ
る
。

（
43
）�

豊
川
公
裕
・
榎
美
香
「
疫
病
除
け
の
文
字
「

」
「

乙
」
の
こ
と
」
（
『
千
葉
県
立
関
宿
城
博
物
館
研
究
報
告
』
二
五
号
、

二
〇
二
一
年
三
月
）
。
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（
44
）
大
島
建
彦
『
疫
神
と
福
神
』
「
Ⅱ
疫
神
退
散
の
呪
符
」
（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）
。

（
45
）
注
（
24
）
に
同
じ
。

（
46
）
『
毎
日
新
聞
』
地
方
版
〔
山
口
版
〕
二
〇
二
〇
年
四
月
七
日
記
事
。

〔
付
記
〕�

本
稿
は
二
〇
二
〇
年
十
二
月
に
開
催
さ
れ
た
東
亜
文
化
交
流
史
青
年
学
者
論
壇
（
於
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基

づ
い
て
い
る
。
ま
た
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
若
手
研
究1

8
K
1
2
3
5
5

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
席
上
貴
重
な
御
意
見
を
賜
っ

た
先
生
方
、
お
よ
び
資
料
の
掲
載
を
許
可
い
た
だ
い
た
東
京
都
立
中
央
図
書
館
に
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
る
。




